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北
海
道
の
観
光

ア
ド
ベン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
加
速
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
と
地
方
の
衰
退
、
出
遅

れ
が
目
立
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
、
待
っ
た
な
し
の
地
球
環
境
問
題
。
ま
さ
に
混
迷
の
時

代
に
日
本
が
抱
え
る
課
題
は
、
北
海
道
の
課
題
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
社
会

経
済
活
動
の
方
向
性
を
根
本
的
に
変
え
る
、
新
た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

見
方
を
変
え
て
み
れ
ば
、
今
は
ま
さ
に
、
高
付
加
価
値
化
や
知
識
集
約
型
産
業
の
拡
大

に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
国
土
の
５
分
の
１
以
上
と

い
う
広
大
な
大
地
、
豊
富
な
自
然
資
本
を
有
す
る
北
海
道
は
、
地
域
独
自
の
新
た
な
方

向
と
戦
略
を
自
分
達
の
手
で
生
み
出
し
、
知
識
と
創
造
性
を
核
と
し
た
経
済
活
性
化
を

図
る
可
能
性
を
大
い
に
秘
め
て
い
る
。

　

本
レ
ポ
ー
ト
は
毎
号
テ
ー
マ
別
に
、「
世
界
水
準
の
価
値
創
出
」
や
「
持
続
可
能
な

地
域
の
活
動
・
産
業
」
の
動
き
に
つ
い
て
、
学
識
者
や
有
識
者
と
共
に
道
内
各
地
で
現

地
取
材
し
、
そ
の
活
動
が
育
ま
れ
た
歴
史
や
背
景
、
課
題
と
そ
の
克
服
方
法
な
ど
を
事

例
と
し
て
調
査
報
告
す
る
。
持
続
可
能
な
地
域
社
会
、
産
業
の
発
展
、
自
然
環
境
の
保

全
や
生
活
の
質
の
豊
か
さ
向
上
な
ど
、
複
雑
化
し
な
が
ら
存
在
す
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

本
号
で
は
、
自
然
の
中
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
異
文
化
体
験
を
目
的
と
す
る
「
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
３
分
野
に
注
目
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
と
一
体
と
な
れ
る
格
別
な

体
験
に
加
え
、
地
域
の
文
化
や
食
を
存
分
に
堪
能
し
て
も
ら
う
滞
在
型
の
旅
を
提
案
し
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
生
む
、
│
│
そ
ん
な
観
光
産
業
の
新
た
な
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
の
ひ
と
つ
と
な
る
旅
の
形
態
に
力
を
注
ぐ
団
体
や
事
業
者
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

　

国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も
旅
行
者
を
惹
き
つ
け
る
北
海
道
の
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ト
ラ
ベ
ル
」。
そ
の
魅
力
創
出
の
在
り
方
を
、
参
加
者
視
点
に
よ
る
学
識
者
の
レ
ポ
ー

ト
と
、
道
内
各
地
の
取
り
組
み
事
例
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
と
可
能
性
と
共
に
、
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
体
験
型
観
光
へ
の
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

北
海
道
の
未
来
を
、
ど
う
歩
む
の
か
。

ヒ
ン
ト
は
、「
人
」
と
「
地
域
」
に
眠
っ
て
い
る
。
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の
ゲ
ー
ト
を
抜
け
て
い
た
。

　

大
沼
公
園
I
C
近
く
で
人
気
の

老
舗
「
ケ
ル
ン
」
で
昼
食
を
と
る
。

平
日
に
も
拘
わ
ら
ず
満
席
。
メ

ニ
ュ
ー
は
ス
タ
ッ
フ
お
薦
め
の
王

道
ハ
ン
バ
ー
グ
ラ
ン
チ
。
午
後
の

ラ
イ
ド
を
考
え
る
と
、
少
し
カ
ロ

リ
ー
を
取
り
す
ぎ
た
か
と
後
悔
す

る
が
、
食
は
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
楽
し
み
の
一
つ
、
抜
く
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。

　

昼
食
後
、
大
沼
国
定
公
園
を
車

で
通
過
し
、
国
道
2
7
8
号
へ
向

か
う
。
大
沼
国
定
公
園
は
、
昭
和

33
年
に
北
海
道
で
最
初
の
国
定
公

園
に
指
定
さ
れ
た
。
北
海
道
駒
ヶ

岳
、
大
沼
、
小
沼
、
そ
し
て
じ
ゅ

ん
さ
い
沼
の
３
つ
の
沼
、
そ
こ
に

な
が
ら
、
用
意
頂
い
た
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
を
ク
ル
マ
の
中
で
拝
見
し
た
。

し
っ
か
り
整
備
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア

のBOTTECCHIA

、
コ
ン
ポ
も

ULTEGRA

装
備
で
あ
る
。
最
近

購
入
し
た
イ
タ
リ
ア
メ
ー
カ
ー
の

サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
ー
ジ
ー
は
、
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
相
性
が
い
い
。

　

札
幌
の
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
雨

の
中
、
一
路
、
高
速
道
路
で
函
館

方
面
へ
向
か
う
。
朝
の
天
気
予
報

は
的
中
し
な
い
で
ほ
し
い
と
願
っ

て
は
い
る
が
、
無
情
に
も
雨
は
ひ

ど
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

昼
食
を
取
る
予
定
の
レ
ス
ト
ラ

ン
は
道
央
自
動
車
道
大
沼
I
C
付

近
で
約
2
9
0
キ
ロ
の
距
離
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
は
車
内
で
午
後
の

サ
イ
ク
ル
に
思
い
を
巡
ら
そ
う
。

新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル

　

そ
も
そ
も
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を

本
格
的
に
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

２
つ
ほ
ど
あ
る
。
一
つ
は
、
私
の

研
究
室
の
有
名
な
自
転
車
レ
ー
ス

に
出
場
し
て
い
る
学
生
か
ら
、
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
。

爽
快
感
が
あ
り
、
年
齢
に
応
じ
て

楽
し
め
、
健
康
管
理
に
も
ベ
ス
ト

な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
、
と
い
う
。

つ
い
、
高
価
な
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を

購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
観
光
先
進
国
で

あ
る
ス
イ
ス
で
、
ス
イ
ス
・
モ
ビ

リ
テ
ィ
を
体
験
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ス
イ
ス
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、
観

光
バ
ス
や
レ
ン
タ
カ
ー
で
は
な
く
、

人
力
で
移
動
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
公

共
交
通
機
関
を
自
由
に
組
み
合
わ

せ
て
楽
し
む
、
新
し
い
旅
の
ス
タ

イ
ル
で
あ
り
、
ス
ロ
ー
交
通
を
観

光
資
源
に
す
る
と
い
う
、
ス
イ
ス

の
総
合
的
な
観
光
政
策
の
総
称
で

あ
る
。
こ
れ
を
ぜ
ひ
北
海
道
に
導

入
で
き
な
い
か
と
い
う
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、
ま
ず
は
、
現
場
視
察

と
い
う
こ
と
で
、
ス
イ
ス
で
サ
イ

ク
リ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
か

ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
降
、
す
っ
か
り
自
転
車

の
虜
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
人
に
言

え
る
よ
う
な
趣
味
が
な
か
っ
た
私
も
、

控
え
め
で
は
あ
る
が
、
自
転
車
が

趣
味
と
他
人
に
も
公
言
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
で
は
、
自
転
車
関

連
の
研
究
や
講
演
も
行
う
よ
う
に

な
り
、
趣
味
と
仕
事
を
同
時
に
味

わ
え
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
。
な

に
よ
り
も
、
自
転
車
で
繋
が
っ
た
新

た
な
仲
間
が
で
き
た
こ
と
が
大
き

く
、
私
の
人
生
の
財
産
と
な
る
と

確
信
し
て
い
る
。
自
転
車
に
感
謝
。

　

仕
事
と
趣
味
が
高
じ
て
、
南
は

沖
縄
か
ら
北
は
宗
谷
岬
ま
で
、
こ

れ
ま
で
各
地
の
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

を
走
っ
た
。
た
だ
、
道
南
地
域
で

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
初
め
て
で
あ
る
。

現
在
、
北
海
道
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

連
携
協
議
会
で
は
、
２
０
２
３
年

度
時
点
で
全
道
に
基
幹
ル
ー
ト
が

9
ル
ー
ト
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、

道
南
地
域
に
は
基
幹
ル
ー
ト
は
登

録
さ
れ
て
い
な
い（
※
）。
今
後
申

請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
道
南
の
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
の
魅
力
に
つ
い
て
思

い
巡
ら
す
内
に
、
車
は
大
沼
I
C

　

出
発
の
朝
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ

ル
。
窓
の
外
は
小
雨
が
ぱ
ら
つ
い

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
向
か
う
函
館

方
面
の
予
報
は
曇
り
。
小
雨
が
続

き
、
好
転
し
な
い
と
テ
レ
ビ
の
気

象
キ
ャ
ス
タ
ー
は
天
気
図
を
示
し

て
い
た
。
こ
ん
な
天
気
は
、
サ
イ

ク
リ
ス
ト
に
と
っ
て
一
番
や
っ
か

い
で
あ
る
。
服
装
選
び
に
気
を
遣

う
。
重
ね
着
す
る
レ
イ
ン
ジ
ャ
ン

パ
ー
も
必
要
。
６
月
の
道
南
の
雨

は
ま
だ
冷
た
い
か
も
、
と
考
え
る
と
、

サ
イ
ク
ル
パ
ン
ツ
は
長
め
が
い
い

か
な
、
気
を
巡
ら
せ
て
い
る
う
ち
に
、

朝
食
の
時
間
が
迫
っ
て
く
る
。

　

朝
食
は
軽
め
に
と
考
え
た
。
ス

タ
ー
ト
前
の
昼
食
は
、
地
元
で
も

有
名
な
洋
食
屋
と
聞
い
て
い
る
。

今
日
の
走
行
予
定
距
離
は
そ
れ
ほ

ど
長
い
も
の
で
は
な
い
し
、
ス
タ
ー

ト
地
点
ま
で
は
高
速
道
路
を
車
で

移
動
す
る
の
で
、
消
費
カ
ロ
リ
ー

は
ゼ
ロ
に
近
い
。
シ
ー
ズ
ン
当
初

は
体
重
が
気
に
な
る
も
の
だ
。
と

は
い
え
、
昼
食
を
楽
し
み
に
朝
食

の
席
を
立
っ
た
。

　

今
回
の
ラ
イ
ド
は
自
前
の
自
転

車
で
は
な
く
、
用
意
し
て
頂
い
た

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
２
日
で

約
１
０
０
㎞
弱
の
行
程
が
予
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ

ペ
ダ
ル
と
シ
ュ
ー
ズ
は
持
参
す
る
。

最
近
、
遠
方
で
ラ
イ
ド
を
す
る
際

の
定
番
準
備
で
あ
る
。
サ
ド
ル
の

高
さ
は
現
地
で
チ
ェ
ッ
ク
と
思
い

魅
力
的
な
観
光
資
源
を
活
か
し
な
が
ら「
世
界
水
準
の
観
光
地
」を
目
指
す

北
海
道
。自
転
車
の
走
行
環
境
、受
入
環
境
の
改
善
・
充
実
な
ど〝
誰
も
が
楽

し
め
る
北
海
道
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
〟を
北
海
道
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
連
携
協
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会
議
の
会
長
を
務
め
る
髙
橋
清
先

生
に
道
南
ラ
イ
ド
を
体
験
し
て
も
ら
い
寄
稿
頂
い
た
。

自
転
車
と
公
共
交
通
と
の
連
携
で

多
様
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
形
態
の
実
現
へ

特
集
1  

サ
イ
ク
リ
ン
グ
　
基
調
レ
ポ
ー
ト

北海道の観光　アドベンチャートラベル

たかはし・きよし／交通・地域に関
する政策評価、防災計画、物流政
策が専門。自転車走行環境の多
様性を考慮した乗り心地評価シス
テムの構築など、北海道のサイク
ルツーリズムへの取り組みにも尽
力している。

髙橋　清
北見工業大学
地域未来デザイン工学科
教授

特集1  サイクリング  基調レポート 

自転車と公共交通との連携で多様なサイクリング形態の実現へ。

初夏の道南ライドは、磯の香りと風が五感を刺激してくれる。

サイクリストの目線で走行環境の改善・充実などにも取り組む髙橋先生。

連携協議会：北海道開発局、北海道運輸局、北海道、北海道商工会議所連合会、北海道観光振興機構、
　　　　　　シーニックバイウェイ支援センターにより構成
ルート協議会：市町村、総合振興局・振興局、開発建設部、民間事業者団体（観光協会、商工会議所等）、
　　　　　　自転車関連団体等により構成

※髙橋先生の取材後、2024年2月に「どうなん海道サイクルルート」が追加された。
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の
装
備
や
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で

の
走
行
な
ど
、
走
行
マ
ナ
ー
を
今

一
度
確
認
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

　

サ
ン
タ
ロ
ト
ン
ネ
ル
を
無
事
通

過
し
、
左
に
折
れ
、
日
浦
洞
門
へ

向
か
う
。
こ
こ
は
、
1
9
2
9
年

に
開
通
し
た
素
堀
の
ト
ン
ネ
ル
群

で
、
周
辺
は
、「
道
南
金
剛
」
と

呼
ば
れ
る
安
山
岩
の
柱
状
節
理
の

奇
岩
絶
壁
が
続
き
、
観
光
の
名
所

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

豊
浦
側
に
は
奇
岩
に
ま
つ
わ
る
民

話
伝
説
「
佇
て
岩
と
サ
ン
タ
ロ
泣

か
せ
」
が
あ
り
、
漁
に
出
た
ま
ま

帰
ら
な
い
息
子
を
浜
辺
で
待
ち
続

け
た
父
と
嫁
が
、
つ
い
に
岩
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
悲
し
い
民
話

が
「
サ
ン
タ
ロ
ト
ン
ネ
ル
」
の
名

の
由
来
と
聞
い
た
。

　

全
国
的
に
も
手
掘
り
ト
ン
ネ
ル

は
、
そ
の
歴
史
性
と
相
ま
っ
て
、

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
魅
力
要
素
だ
。

こ
こ
も
ル
ー
ト
の
魅
力
を
高
め
る
、

ま
さ
に
寄
り
道
、
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
の
バ
イ
ウ
ェ
イ
だ
。
夏
だ
と
ひ

ん
や
り
感
も
あ
り
、
暑
い
日
差
し

を
避
け
る
に
も
う
っ
て
つ
け
と
気

分
よ
く
考
え
て
い
る
と
、
対
面
に

バ
ス
が
現
れ
た
。
そ
れ
も
路
線
バ

ス
が
堂
々
と
来
た
。
ま
だ
、
バ
ス

路
線
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
後
日
、

函
館
バ
ス
の
方
に
伺
う
と
、
現
役

の
バ
ス
路
線
と
し
て
、
今
も
活
躍

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

バ
ス
を
避
け
る
た
め
海
側
の
堤

防
に
よ
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、
こ
け

た
!!　

防
波
堤
の
壁
で
膝
を
す
り

む
い
た
。
下
半
身
の
筋
力
が
十
分

で
は
な
い
シ
ー
ズ
ン
初
め
に
は
よ

く
あ
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
手
の
擦

り
傷
は
浅
く
見
え
て
、
ペ
ダ
ル
を

回
す
た
び
に
血
が
に
じ
み
出
て
く

る
。
案
の
定
、
出
血
は
続
い
た
。

　

天
気
は
足
の
状
態
と
は
反
比
例

し
絶
好
調
で
あ
る
。
雲
も
晴
れ
6

月
と
し
て
は
強
い
日
差
し
が
照
り

つ
け
た
。
短
距
離
と
は
い
え
、
水

分
補
給
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

天
候
が
良
く
な
る
と
、
走
行
に
も

余
裕
が
で
き
、
通
過
す
る
場
所
が

持
っ
て
い
る
地
域
の
香
り
を
、
自

転
車
が
斬
っ
て
い
く
風
と
共
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
サ
イ
ク
ル

浮
か
ぶ
1
2
6
の
島
々
か
ら
な
る

風
景
は
、
自
然
が
創
り
上
げ
た
日

本
庭
園
風
な
景
観
と
し
て
、
江
戸

時
代
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き

た
。
箱
館
開
港
時
に
は
、
外
国
人

の
遊
歩
地
区
に
指
定
さ
れ
、
散
策

や
舟
遊
び
を
楽
し
ん
だ
と
こ
ろ
で

も
あ
る
。

　

ま
た
、
大
沼
国
定
公
園
の
地
形

形
成
は
、
北
海
道
駒
ヶ
岳
の
火
山

活
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
1
9
2
9
年
の
大
噴
火
を

は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
幾
多
の

噴
火
を
繰
り
返
し
て
き
た
こ
の
火

山
周
辺
で
は
、
火
山
防
災
の
先
駆

的
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
。

火
山
防
災
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
製
し
た
の
も
北
海
道
駒
ヶ
岳
が

全
国
初
で
あ
る
。

　

大
沼
公
園
内
に
あ
る
J
R
大
沼

聞
い
た
。
天
気
が
良
け
れ
ば
山
頂

か
ら
青
森
ま
で
き
れ
い
に
見
え
る

の
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
さ
ら
に
残
念
。

サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
は
天
気
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
天
気
を
楽
し
む
と
い
う

マ
イ
ン
ド
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
サ

イ
ク
リ
ス
ト
は
異
な
る
条
件
の
ラ

イ
ド
を
楽
し
む
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。

名
所
を
巡
り
五
感
を

刺
激
す
る
道
南
ラ
イ
ド

　

二
日
目
の
天
気
は
回
復
に
向
か

う
予
報
。
窓
の
外
は
薄
い
霧
が
か

か
っ
て
は
い
る
が
、
き
っ
と
霧
は

晴
れ
る
。
今
日
は
函
館
市
内
ま
で
、

気
持
ち
の
い
い
ラ
イ
ド
が
で
き
そ

う
だ
。
気
温
の
上
昇
は
、
気
分
も

上
昇
と
、
短
め
の
上
下
サ
イ
ク
ル

ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
選
択
す
る
。
車
体

と
同
国
の
ブ
ラ
ン
ド
で
相
性
は
ぴ
っ

た
り
。

　

ホ
テ
ル
恵
風
か
ら
伴
走
車
に
自

転
車
を
載
せ
、
ス
タ
ー
ト
地
点
の

道
の
駅
「
な
と
わ
・
え
さ
ん
」
へ

向
か
う
。
本
日
も
道
の
駅
が
ル
ー

ト
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
だ
。

　

道
の
駅
近
く
に
は
恵
山
海
浜
公

園
も
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
も
近
い
こ

と
か
ら
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
大
い

に
賑
わ
う
そ
う
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
密
を
避
け
た
レ
ジ
ャ
ー
と
し

公
園
駅
近
く
の
大

沼
観
光
案
内
所
に

立
ち
寄
っ
た
。
周

辺
に
は
土
産
物
屋

や
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
・
ト
ポ
ロ
館
も

あ
り
、
観
光
情
報

も
充
実
し
て
い
た
。

観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
に
は
、
七
飯
町

牧
場
へ
向
か
う
ヒ

ル
ク
ラ
イ
ム
コ
ー

ス
も
示
さ
れ
て
い

る
。
沼
周
辺
の
散
策
の
み
な
ら
ず
、

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
も
含
め
て
、
ぜ
ひ

一
度
は
ラ
イ
ド
し
た
い
も
の
だ
。

道
道
か
ら
国
道
へ
抜
け
る
ル
ー
ト

上
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め

何
人
か
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
と
す
れ

違
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
コ
ー
ス

が
江
戸
末
期
か
ら
の
観
光
の
コ
ー

ス
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い

て
、
ル
ー
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
は
一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
。
す

べ
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ノ
ー

ド
と
リ
ン
ク
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
・
ネ
ッ
ト

て
キ
ャ
ン
プ
は
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
人
気
と
な
っ
て
い
る
。
キ
ャ

ン
プ
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ま
さ
に

コ
ロ
ナ
禍
後
の
王
道
ア
ウ
ト
ド
ア
、

実
に
魅
力
的
で
あ
る
。

　

ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
く
、
１

３
５
５
ｍ
の
サ
ン
タ
ロ
ト
ン
ネ
ル

を
通
過
す
る
。
ラ
イ
ト
は
点
灯
し

て
い
る
も
の
の
、
ト
ン
ネ
ル
内
の

照
明
は
暗
く
、
後
方
か
ら
迫
る
自

動
車
の
反
響
音
に
、
つ
い
ブ
レ
ー

キ
レ
バ
ー
を
握
り
た
く
な
る
。
小

型
自
動
車
の
通
行
音
も
ま
る
で
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
そ
れ
と
聞
き
間
違

う
ほ
ど
の
爆
音
で
あ
る
。

　

確
か
に
北
海
道
の
海
岸
線
は
風

光
明
媚
な
箇
所
の
連
続
で
、
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
と
し
て
は
一
級
品
で

あ
る
。
し
か
し
、同
時
に
石
狩
北
部
・

増
毛
ル
ー
ト
（
国
道
２
３
１
号
）

の
よ
う
に
、
ト
ン
ネ
ル
と
覆
道
が

合
わ
せ
て
28
区
間
も
あ
る
と
い
う

ル
ー
ト
も
あ
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
ま

た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
過
度
な
負
担

を
与
え
な
い
た
め
に
も
、
サ
イ
ク

ル
ル
ー
ト
上
の
ト
ン
ネ
ル
の
安
全

対
策
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
そ
れ
は

道
路
管
理
者
も
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
利
用

し
た
ハ
ー
ド
面
の
対
策
を
検
討
し

て
い
る
と
聞
く
。
一
方
で
サ
イ
ク

リ
ス
ト
も
視
認
性
の
高
い
ラ
イ
ト

ワ
ー
ク
も
同
様
で
あ
る
。
サ
イ
ク

ル
ル
ー
ト
に
お
け
る
ノ
ー
ド（
拠
点
）

は
、
水
の
補
給
や
補
給
食
の
調
達
、

時
に
は
自
転
車
の
組
み
立
て
と

い
っ
た
機
能
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
機
能
を
兼
ね
備
え
た
「
道

の
駅
」
は
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
は
欠
か
せ
な
い
拠
点

と
な
る
。
特
に
24
時
間
使
用
可
能

な
ト
イ
レ
は
大
変
あ
り
が
た
い
。

道
内
に
は
道
の
駅
を
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て

本
格
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
道
の

駅
「
お
と
ふ
け
」
も
あ
る
。
ま
た
、

チ
ュ
ー
ブ
の
自
動
販
売
機
や
工
具

を
無
料
で
貸
し
出
す
と
こ
ろ
な
ど
、

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
ノ
ー
ド
機
能

と
し
て
、
道
の
駅
の
重
要
性
は
増

す
ば
か
り
で
あ
る
。

　

今
回
の
ラ
イ
ド
は
、
道
の
駅
「
縄

文
ロ
マ
ン　

南
か
や
べ
」
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。
駐
車
場
に
お
い
て
、

自
転
車
の
組
み
立
て
、
持
参
し
た

ペ
ダ
ル
を
設
置
、
さ
ら
に
サ
ド
ル

の
高
さ
も
調
節
し
た
。
こ
れ
ま
た

持
参
し
た
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
駐
車
場
で

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
。
こ
れ
で

準
備
完
了
。
整
備
さ
れ
た
自
転
車

を
ご
用
意
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
、
礼
。

　
そ
し
て
最
後
の
仕
上
げ
は
ト
イ
レ
。

道
の
駅
の
ト
イ
レ
を
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
こ
こ
で
い
つ
も
気
に

な
る
の
は
、
シ
ュ
ー
ズ
の
音
で
あ
る
。

音
は
も
と
よ
り
、
サ
イ
ク
ル
シ
ュ
ー

ズ
の
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
床
を
傷
つ

け
な
い
か
心
配
だ
。
今
回
は
金
具

が
靴
底
に
め
り
込
ん
だ
形
の

S
P
D
シ
ュ
ー
ズ
を
選
択
し
た
。

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
走
る

楽
し
み
は
も
と
よ
り
、
降
り
て
か

ら
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
大
き
な

魅
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
り
の

人
々
へ
の
気
遣
い
や
、
建
物
の
床

を
傷
を
つ
け
な
い
と
い
う
配
慮
も

常
日
頃
か
ら
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
道
の
駅
に
併
設
す
る
函
館

市
縄
文
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
内
で

微
笑
ん
で
い
る
、
国
宝
、
北
の
縄

文
ビ
ー
ナ
ス
「
中
空
土
偶
」
に
別

れ
を
告
げ
、
い
ざ
、
ス
タ
ー
ト
。

一
気
に
坂
を
下
る
。
国
道
2
7
8

号
（
バ
イ
パ
ス
）
を
少
し
戻
り
、

臼
尻
会
館
の
横
を
抜
け
て
、
コ
ン

ビ
ニ
で
伴
走
車
と
合
流
。
さ
ら
に

海
岸
線
を
南
に
向
か
う
。

　

コ
ン
ビ
ニ
は
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に

と
っ
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

補
給
食
の
購
入
や
ト
イ
レ
の
使
用
、

日
差
し
が
厳
し
い
と
き
に
は
、
軒

下
で
の
休
憩
。
特
に
セ
ル
フ
ガ
イ

ド
で
ラ
イ
ド
す
る
際
は
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
施

設
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
の
利
便
性

を
高
め
る
お
願
い
と
し
て
は
、
自

転
車
の
ラ
ッ
ク
を
是
非
、
設
置
頂

き
た
い
。
北
海
道
開
発
局
と
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト
は
協
定
を
結
び
、
前

述
の
北
海
道
の
基
幹
ル
ー
ト
上
に

あ
る
店
舗
に
、
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク

を
設
置
し
て
頂
い
て
い
る
。
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
向

上
に
も
一
役
買
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
。

　
ス
タ
ー
ト
し
て
15
キ
ロ
が
過
ぎ
た
。

同
伴
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
も
慣
れ
て

き
た
様
子
で
あ
る
が
、
天
候
は
一

向
に
良
く
な
ら
な
い
。
空
一
面
が

雲
に
覆
わ
れ
、
太
陽
は
顔
を
出
し

て
く
れ
な
い
。
と
う
と
う
天
候
が

怪
し
く
な
っ
て
、
安
浦
漁
港
を
通

過
し
、
古
部
漁
港
集
落
付
近
で
雨

が
降
り
て
来
た
。
残
念
だ
が
、
降

雨
の
た
め
本
日
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

は
終
了
と
な
っ
た
。

　

伴
走
車
に
自
転
車
を
積
み
込
み
、

恵
山
国
道
2
7
8
号
か
ら
道
道

2
3
1
号
へ
直
進
す
る
。
さ
ら
に

直
進
す
る
と
水
無
海
浜
温
泉
で
あ

る
。
満
潮
時
に
は
水
没
す
る
ワ
イ

ル
ド
な
露
天
風
呂
と
し
て
有
名
な

温
泉
で
、
25
年
ほ
ど
前
に
訪
れ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
狭
い
道
道
は

海
岸
沿
い
を
走
り
、
少
し
高
台
を

上
が
る
と
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
恵
風

だ
。
目
の
前
に
あ
る
は
ず
の
標
高

6
1
8
ｍ
の
恵
山
は
霧
に
姿
を
隠

し
て
い
る
。
た
し
か
山
頂
ま
で
の

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
コ
ー
ス
が
あ
る
と素掘りしたトンネルが7つ連続する「日浦洞門」は道南土木遺産に指定されている。

北海道の観光　アドベンチャートラベル特集1  サイクリング  基調レポート 

自転車と公共交通との連携で多様なサイクリング形態の実現へ。

大沼観光案内所にはサイクルラックが設置されている。
近隣施設では貸自転車や手荷物の預かりサービスなど、
観光に自転車を積極的に取り入れている。
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特
な
文
化
が
芽
生
え
る
。

　

そ
ん
な
思
い
を
巡
ら
す
う
ち
に
、

市
内
で
休
息
を
予
定
し
て
い
る

c
a
f
e
バ
ッ
プ
に
到
着
し
た
。

こ
の
店
は
、
J
A
Z
Z
好
き
で
あ

れ
ば
一
度
は
訪
れ
た
い
喫
茶
店
と

し
て
有
名
と
、
あ
る
雑
誌
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

強
い
日
差
し
の
中
、
ラ
イ
ド
で
疲

れ
た
体
を
休
ま
せ
る
。
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
で
頂
く
コ
ー
ヒ
ー

は
格
別
で
あ
る
。
店
を
見
渡
せ
ば
、

多
く
の
有
名
な
J
A
Z
Z
演
奏
者

の
ポ
ス
タ
ー
や
レ
コ
ー
ド
が
所
狭

し
、
と
並
ん
で
い
る
。
文
化
の
香

り
を
満
喫
す
る
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
今

後
さ
ら
な
る
需
要
の
拡
大
が
予
想

さ
れ
る
中
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
関
係
者
の
端
く
れ
と
し
て
は
、

さ
ら
な
る
底
辺
拡
大
の
た
め
の
方

策
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ガ

チ
」
な
サ
イ
ク
リ
ス
ト
だ
け
で
は

な
く
、「
散
走
」
を
は
じ
め
と
す

る
走
る
魅
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

自
転
車
を
降
り
て
の
体
験
に
魅
力

の
重
き
を
お
く
サ
イ
ク
リ
ス
ト
も

増
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
は

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
年
齢
層
も
幅
が

広
く
な
り
、
家
族
連
れ
や
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
シ
ニ
ア
層
な
ど
、
多
様

な
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
対
す
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
底
辺
拡
大
の
た
め
に
も
、
地
域

の
風
土
や
歴
史
、
さ
ら
に
洗
練
さ

れ
た
文
化
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
ミ
ッ

ク
ス
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
香
り
の
深
い
コ
ー

ヒ
ー
を
頂
き
な
が
ら
自
転
車
と
文

化
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
た
。

行
動
範
囲
を
拡
大
さ
せ
る

公
共
交
通
と
の
連
携

　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
底
辺

拡
大
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
も
う

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
転
車
と

公
共
交
通
と
の
連
携
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
サ
イ
ク
ル
バ
ス
や
サ
イ

ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
運
行
で
あ
る
。

公
共
交
通
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
連

携
は
、
前
述
し
た
ス
イ
ス
・
モ
ビ

リ
テ
ィ
で
も
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

公
共
交
通
と
連
携
す
る
こ
と
は
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
範
囲
を
拡
大
す

る
の
み
な
ら
ず
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

に
対
す
る
安
心
感
を
与
え
、
多
様

な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
形
態
を
実
現
す

る
の
に
適
し
て
い
る
。
現
在
、
宗

谷
地
域
で
は
サ
イ
ク
ル
バ
ス
の
運

行
、
ま
た
、
道
東
で
は
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ

て
お
り
、
今
後
の
発
展
に
期
待
し

た
い
。
ま
た
、
函
館
走
行
の
翌
日

の
函
館
バ
ス
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

サ
イ
ク
ル
バ
ス
の
実
施
の
経
緯
や
、

将
来
展
望
も
含
め
伺
う
こ
と
が
で

き
た
。
内
容
は
事
例
紹
介
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
翌
日
、
大
学
の

別
件
用
務
の
た
め
、
新
函
館
北
斗

駅
か
ら
新
幹
線
に
乗
り
青
森
ま
で

移
動
し
た
。
新
幹
線
の
デ
ッ
キ
で

年
季
の
入
っ
た
革
の
輪
行
バ
ッ
ク

を
発
見
。
最
後
に
、
地
上
最
速
の

陸
上
公
共
交
通
機
関
と
ス
ロ
ー
な

自
転
車
が
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
。
次
回

は
新
幹
線
で
の
輪
行
も
楽
し
ん
で

み
よ
う
か
。

自
然
の
な
か
で
行
う
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
も
魅
力
的
で
あ
る
が
、
地
域

固
有
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
地
域

を
よ
り
よ
く
知
る
こ
と
が
魅
力
に

な
る
地
域
も
多
く
存
在
す
る
。
ま

さ
に
、
北
海
道
の
中
で
も
そ
の
歴

史
的
経
緯
と
地
政
学
的
な
位
置
か

ら
も
特
筆
さ
れ
る
函
館
・
道
南
地

域
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
魅
力
が
数
多
く
散
在
す
る
地

域
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
ポ
イ
ン

ト
と
ポ
イ
ン
ト
を
線
で
結
び
、
ま

と
め
上
げ
て
い
く
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、
自
転
車
は
最
適
な
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

目
指
す
函
館
市
内
ま
で
も
う
少

し
だ
。
海
岸
に
続
く
道
沿
い
に
前

方
へ
視
線
を
移
す
と
、
湯
の
川
方

面
の
建
物
が
微
か
に
見
え
始
め
た
。

　

函
館
市
内
を
自
転
車
で
走
る
の

は
、
実
に
何
年
ぶ
り
で
あ
ろ
う
か
。

実
を
申
せ
ば
、
私
の
博
士
論
文
は

「
函
館
都
市
圏
の
観
光
交
通
計
画
」

で
あ
る
。
今
か
ら
約
30
年
前
、
函

館
で
は
観
光
交
通
の
流
動
を
把
握

す
る
た
め
P
T（
パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ッ

プ
）
調
査
が
全
国
に
先
駆
け
て
実

施
さ
れ
た
。
そ
の
デ
ー
タ
を
用
い
、

函
館
市
内
に
お
け
る
観
光
交
通
の

流
動
予
測
分
析
が
博
士
論
文
の
内

容
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
こ
の

街
は
、
私
が
研
究
者
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
思
い
出
深
い
街
で
あ
っ
た
。

　

当
時
か
ら
函
館
に
は
、
北
海
道

の
他
の
街
と
比
較
し
て
、
一
種
独

特
な
雰
囲
気
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。

は
こ
だ
て
検
定
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、

函
館
人
気
質
を
「
イ
イ
フ
リ
コ
キ

（
格
好
を
つ
け
る
）」、「
内
地
志
向

（
札
幌
へ
は
目
を
向
け
ず
東
京
志

向
）」
な
ど
と
、
多
少
自
虐
的
な
記

述
が
み
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
に
し

て
も
、
誇
り
高
く
、
郷
土
愛
が
強
い
、

こ
だ
わ
り
の
強
い
気
質
だ
と
理
解

し
た
。
誇
り
高
く
、
こ
だ
わ
り
の

強
い
と
こ
ろ
に
は
、
得
て
し
て
独

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
五
感
に
訴
え
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
と
い
わ
れ
る
所

以
で
あ
る
。
以
前
、
増
毛
の
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
で
は
、
リ
ン
ゴ
の
香

り
の
中
、
走
行
し
た
。
こ
こ
で
は
、

ま
さ
に
昆
布
や
磯
の
香
り
だ
。
香

り
は
脳
に
直
接
ア
タ
ッ
ク
し
、
記

憶
と
な
っ
て
残
っ
て
い
く
。

　

こ
の
ル
ー
ト
で
は
先
ほ
ど
の
日

浦
洞
門
に
加
え
、
も
う
一
つ
楽
し

み
に
し
て
い
た
歴
史
遺
産
が
あ
る
。

旧
戸
井
線
の
汐
首
橋
梁
跡
で
あ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ア
ー
チ
橋
は

国
道
に
沿
っ
た
形
で
残
さ
れ
て
い

る
た
め
、
ラ
イ
ド
し
な
が
ら
容
易

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い

え
、
こ
こ
で
は
自
転
車
を
降
り
て
、

じ
っ
く
り
味
わ
う
こ
と
と
し
よ
う
。

　

汐
首
橋
梁
跡
は
、
1
9
3
6
年

着
工
、
戦
時
中
に
中
断
し
た
未
完

成
の
鉄
道
路
線
「
戸
井
線
」
の
一

部
で
あ
る
。
戸
井
線
は
、
五
稜
郭

駅
か
ら
戸
井
駅
ま
で
の
29
・2
㎞

を
結
ぶ
予
定
で
あ
っ
た
。
目
的
は
、

津
軽
海
峡
の
防
備
の
た
め
に
建
設

さ
れ
た
汐
首
岬
砲
台
へ
の
物
資
輸

送
や
、
青
函
連
絡
船
の
輸
送
距
離

を
短
絡
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
１

９
４
２
年
に
戦
局
悪
化
や
資
材
不

足
に
よ
り
、
わ
ず
か
2
・8
㎞
を

残
し
て
工
事
は
中
断
、
そ
の
一
部

が
橋
梁
跡
と
し
て
残
っ
た
も
の
だ
。

　

津
軽
海
峡
は
国
際
海
峡
で
あ
り
、

多
く
の
外
国
船
籍
や
軍
艦
も
往
来

し
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お
り
。

そ
の
昔
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
日

本
海
海
戦
で
勝
利
し
た
日
本
海
軍

は
、
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊

を
迎
え
撃
つ
に
、
敵
の
艦
隊
が
対

馬
海
峡
を
来
る
か
、
津
軽
海
峡
を

来
る
か
で
迷
っ
た
と
の
記
述
を
、

と
あ
る
本
で
目
に
し
た
。
1
2
0

年
経
た
今
で
も
、
津
軽
海
峡
の
重

要
性
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
汐
首

橋
梁
は
昔
の
姿
を
残
し
つ
つ
、

し
ょ
っ
ぱ
い
川
の
津
軽
海
峡
を

茂
っ
た
木
々
と
共
に
見
続
け
て
い

る
。
現
在
、
一
部
は
函
館
市
内
の

自
転
車
・
歩
行
者
専
用
道
路
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

地
域
と
深
く
接
す
る
の
に

最
適
な
自
転
車

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、

文
化
体
験
の
3
要
素
の
う
ち
、
2

つ
以
上
で
構
成
さ
れ
る
旅
行
」
を

指
す
とAdventure Travel Trade 

Association

に
よ
る
定
義
で
は
示

さ
れ
て
い
る
。

　
〝
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
〟
と
い
う
用

語
か
ら
、
一
般
に
強
度
の
高
い
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
主
目
的
と
す
る

と
連
想
さ
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
地
域
を
よ
り

良
く
知
り
、
地
域
と
深
く
接
す
る

手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
近
年
は
ハ
ー

ド
な
も
の
よ
り
、
む
し
ろ
散
策
や

文
化
体
験
等
の
ソ
フ
ト
で
簡
易
な

も
の
が
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

確
か
に
北
海
道
は
圧
倒
的
で
人

間
さ
え
も
寄
せ
付
け
な
い
ほ
ど
の

北海道の観光　アドベンチャートラベル特集1  サイクリング  基調レポート 

自転車と公共交通との連携で多様なサイクリング形態の実現へ。

海岸線に沿った道路では昆布の香りがより強く感じられ道南ライドの記憶として刻まれる。

建設目的の一つであった軍事物資の輸送も、戦局の
悪化や資材不足により工事は中断し、その後廃線に。
一度も列車が通る事がなかった幻の鉄路に思いを馳
せて一休み。

走る楽しみはもちろん、地域の文化や風
土に触れるのもサイクルツーリズムの魅力
と語る髙橋先生。ジャズが流れる喫茶店
で至福の一杯。



1011 Docon Regional Research  Docon Regional Research

い
ま
し
た
。

　

社
内
で
も
「
乗
り
た
い
場
所
へ

行
く
に
も
距
離
が
遠
い
」、「
自
家

用
車
に
自
転
車
を
積
む
の
も
難
し

い
し
大
変
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、

自
転
車
で
も
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
の
需
要
が
あ
る
の
で
は
…
と

考
え
、
バ
ス
の
車
両
改
造
と
運
行

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

バ
ス
を
使
っ
て

気
軽
に
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
を

─
─ 

事
業
開
始
ま
で
に
苦
労
し
た

点
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

全
国
的
に
見
て
も
、
二
人
掛
け

の
座
席
部
分
に
「
人
と
自
転
車
」

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
乗
る
よ
う
な

形
が
ほ
と
ん
ど
で
、
弊
社
の
よ
う

な
積
み
込
み
に
特
化
し
た
仕
様
に

関
し
て
は
、
事
例
が
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

運
輸
支
局
へ
の
認
可
申
請
の
た

め
に
、
他
県
で
の
取
り
組
み
を
調

べ
た
り
様
々
な
方
に
お
話
を
伺
っ

た
り
も
し
ま
し
た
が
、
い
か
ん
せ

ん
前
例
が
少
な
い
た
め
に
苦
労
し

ま
し
た
。

─
─ 

函
館
周
辺
エ
リ
ア
で
は
、
ど

ん
な
場
所
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
バ
ス

が
便
利
な
の
で
し
ょ
う
？

　

函
館
市
か
ら
ど
こ
か
別
の
町
に

い
く
時
で
す
ね
。
大
沼
・
鹿
部
方

面
へ
行
く
に
は
大
沼
ト
ン
ネ
ル
を
、

厚
沢
部
や
江
差
へ
行
く
に
は
中
山

峠
（
江
差
山
道
）
な
ど
の
難
所
が

　

２
０
１
９
年
、
自
転
車
を
車
両

後
部
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
積
み
込

む
こ
と
が
で
き
る
特
殊
な
車
両
「
サ

イ
ク
リ
ン
グ
バ
ス
」
が
函
館
市
に

登
場
。
函
館
駅
前
か
ら
江
差
や
湯

の
川
温
泉
、
大
沼
公
園
な
ど
、
自

転
車
で
は
距
離
と
時
間
の
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
観
光
地
へ
も
、
愛
車
と

共
に
気
軽
に
出
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
サ
イ
ク
リ
ス
ト
た
ち
か
ら

好
評
を
受
け
た
。
企
画
・
運
行
を

実
現
し
た
「
函
館
バ
ス
株
式
会
社
」

の
担
当
者
に
話
を
伺
っ
た
。

何
か
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

バ
ス
を
作
り
た
い

─
─ 

ま
ず
は
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
バ
ス
」

と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。 

　

一
言
で
表
す
と
、
自
転
車
を
そ

の
ま
ま
車
内
に
積
み
込
む
こ
と
が

で
き
る
バ
ス
で
す
。
こ
の
バ
ス
で

は
車
両
後
方
の
座
席
シ
ー
ト
を
取

り
払
い
、
車
輪
止
め
を
設
置
す
る

あ
り
ま
す
。
ま
た
旧
上
磯
町
の
方

は
道
路
自
体
が
狭
い
上
、
車
の
交

通
量
も
多
い
。
自
転
車
だ
と
怖

か
っ
た
り
す
る
箇
所
を
バ
ス
で
越

え
て
い
け
る
と
い
う
の
は
、
か
な

り
大
き
な
利
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、
自
転

車
に
乗
り
た
て
の
時
に
は
走
れ
る

距
離
が
そ
こ
ま
で
長
く
あ
り
ま
せ

ん
し
、
走
れ
た
と
し
て
も
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
い
、
帰
り
道
が
暗

く
な
っ
て
怖
い
思
い
を
し
た
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
思
い
切
っ

て
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
に
踏
み
切
れ
な

い
…
。
こ
う
い
っ
た
事
が
理
由
で
、

自
転
車
で
ど
こ
か
へ
行
く
事
を
断

念
し
て
い
た
方
が
結
構
い
る
と
思

う
の
で
す
が
、
そ
の
点
の
不
安
解

消
の
お
手
伝
い
が
出
来

て
い
る
の
か
な
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
方
か
ら
も
、
そ
う

い
っ
た
難
所
を
バ
ス
で

ク
リ
ア
で
き
る
こ
と
に

対
し
て
、
喜
び
の
声
を

頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

─
─ 

現
在
は
貸
切
バ
ス

と
し
て
稼
働
し
て
い
ま

す
ね
。

　

そ
う
で
す
ね
。
例
え

ば
道
南
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
主

催
で
行
っ
て
い
る
、
サ

こ
と
で
、
自
転
車
を
分
解
す
る
こ

と
な
く
積
み
込
む
こ
と
を
可
能
に

し
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
ル
が
動
か
な

い
よ
う
に
固
定
す
る
た
め
の
ベ
ル

ト
も
、
バ
ス
の
手
す
り
部
分
に
取

り
付
け
ま
し
た
。

　

従
来
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
際
に
は
一
旦
、
車
輪
を
外
す

な
ど
の
分
解
を
し
て
、
輪
行
袋
に

入
れ
て
と
い
っ
た
手
間
が
発
生
し

て
い
ま
し
た
が
、
当
該
バ
ス
に
つ

い
て
は
そ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

運
行
は
土
日
祝
限
定
で
、
函
館

駅
前
〜
江
差
町
や
、
湯
の
川
温
泉

街
〜
大
沼
公
園
と
い
う
ル
ー
ト
で

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
通

常
料
金
に
プ
ラ
ス
片
道
５
０
０
円

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
２
０

１
９
年
、
２
０
２
０
年
の
期
間
限

定
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に

見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
路
線
と
し
て

イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
育
成

勉
強
会
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

な
ど
の
際
に
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
２
泊
３

日
ほ
ど
の
行
程
で
、
渡
島
・
桧
山

管
内
を
実
際
に
自
転
車
に
乗
っ
て

移
動
し
、
道
南
地
域
の
資
源
や
魅

力
を
発
見
し
よ
う
と
い
う
取
り
組

み
で
す
が
、
こ
の
ツ
ア
ー
で
サ
イ

ク
リ
ン
グ
バ
ス
を
稼
働
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
自
転
車
愛
好
家

グ
ル
ー
プ
で
函
館
市
内
と
大
沼
湖

畔
の
往
復
利
用
も
何
度
か
あ
り
ま

し
た
。
今
後
は
道
外
、
国
外
か
ら

の
利
用
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

─
─ 

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
、

道
南
エ
リ
ア
が
持
っ
て
い
る
魅
力

と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

海
、
山
、
グ
ル
メ
な
ど
見
ど
こ

ろ
、
食
べ
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
道
中
に

コ
ン
ビ
ニ
や
道
の
駅
も
あ
る
の
で
、

安
心
し
て
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
的
に
お
す
す
め
し
た
い
の
は

大
沼
湖
畔
⇔
鹿
部
の
ル
ー
ト
。
大

沼
湖
畔
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
初
心
者
で

も
走
り
や
す
い
で
す
。
四
季
折
々

の
景
色
を
楽
し
め
、
休
憩
地
点
に

は
ス
イ
ー
ツ
や
グ
ル
メ
も
豊
富
で

す
。
若
干
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
あ

り
ま
す
が
、
車
の
交
通
量
が
少
な

く
、
ゆ
っ
た
り
と
木
々
の
中
を
走

の
運
行
は
中
止
し
、
現
在
は
貸
切

で
の
営
業
の
み
行
っ
て
お
り
ま
す
。

─
─ 

こ
の
バ
ス
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

 「
何
か
面
白
い
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
バ
ス
を
作
り
た
い
」
と

い
う
発
想
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
、
自
転
車
競
技
の
ア
ニ
メ
が

流
行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
２
０
１

７
年
に
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道
」

が
函
館
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
、
市
内

や
近
郊
で
も
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
な
ど

に
乗
る
人
が
増
え
て
き
た
事
も
あ

り
、
自
転
車
に
着
目
し
た
の
で
す
。

社
内
で
も
自
転
車
乗
り
が
増
え
て

お
り
、
私
自
身
も
自
転
車
で
あ
ち

こ
ち
を
巡
る
の
が
好
き
で
し
た
。

　

し
か
し
市
外
に
行
っ
て
み
た
い

け
れ
ど
、
大
沼
ト
ン
ネ
ル
や
峠
な

ど
、
函
館
市
周
辺
を
自
転
車
で
巡

る
に
は
難
所
も
多
く
、
場
所
に

よ
っ
て
は
道
幅
が
狭
か
っ
た
り
、

自
転
車
道
が
な
く
、
走
る
に
は
勇

気
が
い
る
場
所
が
多
い
と
感
じ
て

自
転
車
と
共
に
、
憧
れ
の
あ
の
場
所
ま
で

函
館
、「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
バ
ス
」
の
試
み

函
館
バ
ス
株
式
会
社

特
集
1  

サ
イ
ク
リ
ン
グ

事例紹介

01

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鹿
部
に
は

日
帰
り
温
泉
も
あ
り
ま
す
。

─
─ 
道
路
環
境
の
整
備
な
ど
、
国
や

道
に
求
め
た
い
事
は
あ
り
ま
す
か
。

　

道
路
整
備
が
あ
ま
り
さ
れ
て
い

な
い
箇
所
や
、
道
路
自
体
の
劣
化

が
見
受
け
ら
れ
る
箇
所
が
多
々
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
車
、
自
転

車
の
双
方
に
と
っ
て
走
り
や
す
い

道
路
を
目
指
し
た
見
直
し
も
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

車
と
違
い
自
転
車
は
免
許
の
取

得
も
講
習
も
な
い
、
と
て
も
身
近

な
乗
り
物
で
す
。
と
は
い
え
道
路

交
通
法
に
は
自
転
車
の
ル
ー
ル
が

し
っ
か
り
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
お
願
い
に
な
り
ま
す
が
、

周
囲
の
人
だ
け
で
な
く
自
分
自
身

の
安
全
の
為
に
是
非
ル
ー
ル
を

守
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。 函館バス株式会社

バス事業部 営業課

金澤 裕美

函館バス株式会社
●1944年設立
渡島・檜山振興局管内（奥尻町除く）全域で
路線バスを運行。「サイクリングバス」貸切の
相談はバス事業部 営業課（TEL.0138-51-
3960）へ問い合わせを。

駐輪場のように、車輪止めが10箇所設置された車内。

既存の手すりに設置したハンドル固定ベルト。

「サイクリングバス」の車両後方は座席シートがなく、ロードバイクなどの自転車を分解せずに積み込める。

北海道の観光　アドベンチャートラベル
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あ
る
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
造
り
で
、

受
付
で
は
飲
み
物
や
携
帯
ト
イ
レ

な
ど
を
販
売
し
て
い
る
。

　

ト
イ
レ
や
石
室
内
部
を
見
学
し

て
帰
路
へ
。
下
山
後
、
小
野
先
生

に
感
想
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

登
山
の
感
動
と
快
適
性
を

両
立
さ
せ
る
こ
と
が
大
事

 「
ま
ず
、
と
て
も
い
い
登
山
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
黒
岳
は
下
か
ら

登
っ
て
も
い
い
し
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

で
上
ま
で
行
っ
て
、
そ
の
周
辺
を

散
策
す
る
だ
け
と
い
う
楽
し
み
方

も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
か
ら

リ
フ
ト
に
乗
り
継
い
で
山
頂
ま
で

登
る
の
も
い
い
。
自
分
の
体
力
や

経
験
に
合
わ
せ
て
、
山
と
親
し
め

る
よ
う
な
場
所
は
、
国
内
で
も
貴

重
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然
は
い
う

ま
で
も
な
く
素
晴
ら
し
く
て
、
と

り
わ
け
登
山
道
で
見
た
ウ
コ
ン
ウ

ツ
ギ
の
美
し
さ
は
、
こ
れ
ま
で
見

た
山
の
花
の
中
で
も
ト
ッ
プ
10
に

入
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ

味
な
か
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
自
転

車
が
趣
味
で
、
色
々
と
遠
乗
り
し

て
い
る
う
ち
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず

に
体
力
が
つ
い
て
い
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。
あ
る
と
き
登
山
に
挑
戦
し

た
ら
と
て
も
楽
し
く
登
れ
た
ん
で

す
。
そ
れ
か
ら
は
、
多
い
時
で
年

に
15
回
く
ら
い
は
山
へ
行
っ
て
ま

す
。
国
内
の
百
名
山
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ア
ル
プ
ス
で
、
登
山
・
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
よ
」

　

黒
岳
山
頂
ま
で
は
、
山
麓
の
層

雲
峡
温
泉
街
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
登
山
道
も
あ
る
が
、
今
回
は

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
標
高
１
３
０
０

ｍ
の
五
合
目
へ
。
さ
ら
に
リ
フ
ト

で
標
高
１
５
２
０
ｍ
の
七
合
目
ま

で
上
が
り
、
そ
こ
か
ら
の
山
行
と

な
る
。
標
高
１
９
８
４
ｍ
の
山
頂

ま
で
は
約
１
・
８
km
の
道
の
り
だ
。

距
離
案
内
を
見
て
、「
１
・
８
km
な

ん
て
あ
っ
と
い
う
間
」
と
余
裕
の

笑
み
を
浮
か
べ
る
小
野
先
生
。
登

り
始
め
は
密
集
す
る
低
木
の
中
を

抜
け
て
い
く
。
登
山
道
は
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
、
丸
太
で
階
段
状
に
整
備

さ
れ
て
い
た
。「
こ
の
登
山
道
は
良

い
で
す
。
穴
や
エ
グ
レ
が
な
く
て

歩
き
や
す
い
。
そ
れ
で
い
て
自
然

の
感
じ
も
残
っ
て
い
る
。
ち
ゃ
ん

と
人
の
手
が
入
っ
て
い
ま
す
ね
」

　

黒
岳
の
登
山
道
は
予
算
や
人
員

不
足
と
い
う
課
題
が
あ
る
中
で
、

一
般
社
団
法
人
大
雪
山
・
山
守
隊

や
N
P
O
法
人
か
む
い
を
始
め
、

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ

り
保
た
れ
て
い
る
。
同
じ
大
雪
山

の
旭
岳
で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
雪

山
自
然
学
校
や
東
川
町
大
雪
山
愛

護
少
年
団
ら
が
登
山
道
を
維
持
管

理
。
ど
ち
ら
も
経
年
劣
化
や
気
候

変
動
な
ど
の
難
し
い
問
題
を
抱
え

な
が
ら
、
ど
う
に
か
維
持
管
理
し

て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
だ
。

登
山
道
を
美
し
く
彩
る

高
山
植
物
の
花
畑

　

登
山
中
は
、
山
肌
に
咲
く
可
憐

な
高
山
植
物
が
疲
れ
を
癒
や
し
て

く
れ
た
。
特
に
見
事
な
の
が
、
薄

黄
色
の
花
弁
が
か
わ
い
ら
し
い
ウ

コ
ン
ウ
ツ
ギ
の
群
落
。
山
頂
付
近

ま
で
ほ
ぼ
途
切
れ
ず
に
咲
い
て
い

る
。「
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
。
こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
の

は
初
め
て
み
ま
し
た
。
こ
う
い
う

景
色
に
出
合
い
た
く
て
山
を
登
っ

て
い
る
ん
で
す
」

　

こ
こ
黒
岳
で
は
登
山
初
心
者
で

も
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ
ト
を

乗
り
継
げ
ば
約
1
時
間
半
で
登
頂

で
き
る
所
に
花
畑
が
広
が
っ
て
お

り
、
本
州
で
は
3
0
0
0
m
級
の

山
で
、
標
高
の
高
い
場
所
に
登
ら

な
く
て
は
見
る
こ
と
が
難
し
い
高

山
植
物
が
、
北
海
道
で
は
２
０
０

０
m
級
の
山
で
も
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
今
回
は
山
頂
が
雲
の
中
に

入
っ
て
し
ま
い
眺
望
は
楽
し
め
な

か
っ
た
が
、
爽
快
感
は
満
点
だ
。

　

少
し
休
ん
で
か
ら
、
約
８
０
０
m

先
に
あ
る
黒
岳
石
室
避
難
小
屋
へ
。

石
室
ま
で
の
縦
走
路
は
チ
ン
グ
ル

マ
の
花
畑
で
、
こ
こ
で
も
小
野
先

生
は
感
嘆
の
声
を
上
げ
る
。

　

黒
岳
石
室
避
難
小
屋
は
大
正
12

年
（
１
９
２
３
）
開
設
で
、
１
０

０
年
に
わ
た
り
の
黒
岳
〜
旭
岳
の

縦
走
路
を
行
く
登
山
者
を
守
っ
て

き
た
。
名
前
の
通
り
石
壁
で
、
大

雪
山
系
で
唯
一
の
有
人
の
避
難
小

屋
で
あ
る
。
ト
イ
レ
棟
も
あ
り
、

有
料
の
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
ほ
か
無

料
の
携
帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
併
設
。

石
室
内
部
は
上
下
２
段
の
寝
台
が

　

北
海
道
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト

ラ
ベ
ル
を
構
築
す
る
ジ
ャ
ン
ル
の

中
で
も
、
登
山
は
重
要
な
構
成
要

素
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
文

筆
家
で
登
山
家
で
も
あ
っ
た
深
田

久
弥
の
名
著
『
日
本
百
名
山
』
で

は
、
利
尻
山
や
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
な

ど
北
海
道
は
９
座
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
名
峰
は
も
ち
ろ
ん
、

広
大
な
北
海
道
に
は
大
小
１
３
０

０
を
超
え
る
山
々
が
あ
る
の
も
特

徴
。
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
登
山

で
、
北
海
道
の
大
自
然
や
絶
景
を

体
感
で
き
る
。

　

で
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
に
お
い
て
登
山
は
ど
の
よ
う

な
可
能
性
や
魅
力
を
秘
め
て
い
る

の
か
。
国
内
は
も
と
よ
り
、
欧
州

を
中
心
に
世
界
の
山
も
知
る
経
済

学
者
、
小
野
善
康
先
生
に
多
角
的

な
視
点
で
考
察
し
て
も
ら
っ
た
。

現
状
を
知
る
べ
く

ま
ず
は
黒
岳
登
山
を
体
験

　

今
回
、
小
野
先
生
に
登
っ
て
も

ら
っ
た
の
は
、
日
本
百
名
山
の
一

つ
「
大
雪
山
」
の
黒
岳
。
登
山
日

の
７
月
中
旬
は
気
温
・
湿
度
と
も

北
海
道
に
し
て
は
少
し
高
く
、
あ

い
に
く
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
雲
の
合

間
か
ら
時
折
顔
を
の
ぞ
か
す
山
頂

に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
早
朝
か
ら

の
登
山
開
始
と
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
小
野
先
生
が
登
山
に

ど
っ
ぷ
り
は
ま
っ
た
の
は
50
代
後

半
か
ら
。「
昔
は
登
山
な
ん
て
興

北
海
道
に
お
い
て
今
後
、「
登
山
」は
よ
り
大
き
な
観
光
資
源
に
な
り
う
る

の
か
。山
を
愛
し
、欧
州
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て
も
造
詣
が
深
い
小
野

善
康
先
生
に
大
雪
山
・
黒
岳
登
山
を
体
験
し
て
も
ら
い
、現
地
で
見
え
た
登

山
観
光
の
可
能
性
や
課
題
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

スイス・クライネシャイデック駅周辺のトレッキングコースから望むメンヒ、ユングフラウ（右）の荘厳な山容。

特
集
2  

登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
　
基
調
レ
ポ
ー
ト

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
あ
り
方
か
ら
、

北
海
道
の
登
山
観
光
の
可
能
性
を
探
る

北海道の観光　アドベンチャートラベル

おの・よしやす／マクロ動学、国際
経済学、産業組織論が専攻。
2010〜2012年に内閣府経済
社会総合研究所所長を務め経済
政策ブレーンとして活躍。日本百
名山を中心に、ヨーロッパアルプス
など、欧州のトレッキング事情にも
精通している。

小野 善康
大阪大学 社会経済研究所
特任教授
名誉教授

特集2  登山・トレッキング  基調レポート 

ヨーロッパの山岳リゾートのあり方から、北海道の登山観光の可能性を探る

登山道の途中にはところどころ開けた場所があり、緑深い山並みを一望できる。
「この雄大さは、北海道ならではですね」と小野先生。
黒岳の登山道は自然を残しつつも、えぐれや浸食がそれほどなく歩きやすい。登山
道脇に咲くウコンウツギなど、季節の高山植物を楽しめるのも大きな魅力。

上

下

©YOSHIYASU ONO



1415 Docon Regional Research  Docon Regional Research

す
。
そ
ん
な
体
験
を
、
こ
こ
に
来

さ
え
す
れ
ば
誰
で
も
出
来
る
の
で

す
。
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
で
山
と

触
れ
合
う
、
山
を
楽
し
む
と
い
う

こ
と
を
頭
か
ら
否
定
す
る
の
は
、

違
う
と
思
う
。
色
々
な
楽
し
み
方

が
あ
っ
て
い
い
ん
で
す
」

魅
力
的
な
自
然
だ
か
ら
こ
そ

見
せ
方
に
も
ひ
と
工
夫
を

　
そ
し
て
先
生
は
、
大
雪
山
・
黒
岳

で
も
ス
イ
ス
と
同
じ
こ
と
が
き
っ
と

で
き
る
と
い
う
。「
黒
岳
で
は
体

か
り
、
お
金
を
取
れ
ば
い
い
と
思
う
。

た
だ
、
お
金
を
取
る
な
ら
そ
れ
に

見
合
っ
た
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
が
な

い
と
人
は
来
ま
せ
ん
」

　

で
は
、
そ
の
設
備
を
作
る
た
め

の
お
金
は
ど
う
捻
出
す
れ
ば
い
い

の
か
。「
こ
の
規
模
で
す
か
ら
、
個

人
や
企
業
だ
け
で
は
難
し
い
で
し
ょ

う
。
個
人
的
に
は
、
国
や
道
が
ち
ゃ

ん
と
予
算
を
つ
け
て
、
公
共
事
業

と
し
て
整
備
す
る
の
も
一
つ
の
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ハ
ー

ド
（
設
備
）
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
ソ

フ
ト
（
サ
ー
ビ
ス
）
も
充
実
さ
せ

な
い
と
い
け
な
い
。
山
で
働
く
人

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
山
岳
ガ

イ
ド
、
環
境
保
全
に
関
わ
る
人
な

ど
も
海
外
の
環
境
に
触
れ
て
も
ら

い
、
向
こ
う
の
人
た
ち
の
サ
ー
ビ

ス
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
環
境
に

配
慮
し
た
施
設
の
整
備
と
運
営
、

地
域
経
営
の
考
え
方
な
ど
を
学
ん

で
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
、

お
金
が
回
れ
ば
、
地
域
を
持
続
さ

せ
て
い
け
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
か

け
た
金
額
な
ん
て
あ
っ
と
い
う
間

に
ペ
イ
で
き
ま
す
よ
。
も
し
そ
れ

を
大
雪
山
で
実
現
で
き
た
ら
、
日

本
で
は
例
を
見
な
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
に
な
る
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
と
思
い
ま
す
」

そ
、
周
辺
設
備
と
サ
ー
ビ
ス
も
改

善
さ
れ
る
と
良
い
で
す
ね
」

　

日
本
の
山
の
宿
泊
施
設
と
言
え

ば
、
多
く
の
場
合
雑
魚
寝
ス
タ
イ

ル
で
、
ト
イ
レ
は
よ
く
て
バ
イ
オ

ト
イ
レ
か
汲
み
取
り
式
。
汗
を
流

す
シ
ャ
ワ
ー
設
備
も
無
く
、
山
慣

れ
し
て
い
な
い
人
に
は
決
し
て
快

適
な
環
境
と
は
い
え
な
い
。

　

小
野
先
生
が
例
に
挙
げ
て
く
れ

た
の
が
、
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
ホ

テ
ル
、「
３
１
０
０ 

ク
ル
ム
ホ
テ
ル 

ゴ
ル
ナ
ー
グ
ラ
ー
ト
」
の
設
備
や

サ
ー
ビ
ス
の
話
だ
。「
標
高
３
１
０

０
ｍ
と
い
う
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
で

力
も
経
験
も
ま
ち
ま
ち
な
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て

山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
あ

と
は
設
備
な
ん
で
す
。
環
境
を
守

る
こ
と
を
大
前
提
に
、
し
っ
か
り

調
査
、
研
究
を
し
た
上
で
、
例
え

ば
、
黒
岳
と
旭
岳
を
結
ぶ
縦
走
路

の
途
中
に
、
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う

な
奇
麗
で
快
適
な
施
設
が
あ
っ
て

も
い
い
。
そ
ん
な
施
設
を
つ
く
れ

ば
、
絶
対
世
界
中
か
ら
ゲ
ス
ト
が

来
ま
す
よ
。
ス
イ
ス
と
比
べ
て
も
、

自
然
や
風
景
は
決
し
て
負
け
て
い

な
い
ん
で
す
か
ら
」

　

登
山
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
も
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
山
が
参
考
に
な
る
。「
向
こ
う

は
山
々
や
湖
を
結
ぶ
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
も
し
っ
か
り
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
道
幅
が
広
く
て
歩
き
や

す
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
景
色
も
す

ば
ら
し
い
。
道
の
両
側
は
自
然
の

花
畑
が
広
が
っ
て
い
て
、
時
折
マ
ー

モ
ッ
ト
が
姿
を
現
わ
し
た
り
し
て
。

視
線
を
上
げ
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

名
峰
、
例
え
ば
ア
イ
ガ
ー
や
メ
ン
ヒ
、

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
が
そ
び
え
て
い
る
。

も
う
感
動
的
な
美
し
さ
で
す
。
そ

の
上
、
ル
ー
ト
上
に
は
か
わ
い
ら
し

い
山
小
屋
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
お
い

し
い
ケ
ー
キ
や
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ

い
な
が
ら
一
服
で
き
る
。
夢
の
よ
う

で
し
ょ
う
。で
も
北
海
道
だ
っ
て
同

最
も
高
所
に
あ
る
ホ
テ
ル
で
す
。

ホ
テ
ル
ま
で
は
登
山
鉄
道
が
通
じ

て
い
る
の
で
、
山
を
登
ら
な
く
て

も
も
ち
ろ
ん
行
け
る
。
目
の
前
が

大
氷
河
で
、
奥
に
は
モ
ン
テ
・
ロ
ー

ザ
と
モ
ン
ブ
ラ
ン
が
そ
び
え
る
、

そ
ん
な
最
高
の
景
色
を
、
山
の
プ

ロ
じ
ゃ
な
く
て
も
楽
し
め
る
ん
で
す
。

し
か
も
、
そ
ん
な
場
所
に
あ
り
な

が
ら
客
室
も
食
事
も
サ
ー
ビ
ス
も

高
級
ホ
テ
ル
並
み
。
ト
イ
レ
だ
っ

て
き
れ
い
な
水
洗
で
す
」

　
こ
の
ホ
テ
ル
で
は
、
標
高
３
１
０

０
ｍ
と
い
う
高
所
で
あ
り
な
が
ら
麓

ま
で
下
水
道
が
通
っ
て
お
り
、
ト
イ

じ
よ
う
に
で
き
る
。
設
備
以
外
は

全
部
揃
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

世
界
か
ら
人
を
呼
ぶ
た
め

思
い
切
っ
た
公
共
投
資
を

　

ス
イ
ス
と
同
じ
よ
う
な
設
備
を

日
本
の
山
で
作
る
事
は
、
環
境
や

歴
史
的
背
景
が
異
な
り
課
題
も
多

い
が
、
多
く
の
外
国
人
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
今
、
登
山
・
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
の
環
境
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

　

特
に
ス
イ
ス
の
よ
う
な
世
界
最

高
レ
ベ
ル
の
環
境
を
目
指
す
に
は
、

設
備
面
で
の
改
善
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
そ
し
て
設
備
を
整
え
る

の
に
は
、
や
は
り
お
金
が
必
要
と

な
る
。
そ
れ
も
大
雪
山
の
よ
う
な

規
模
な
ら
、
莫
大
な
金
額
に
な
る

レ
汚
水
を
含
む
排
水
は
麓
の
処
理

施
設
で
高
度
処
理
さ
れ
て
い
る
。
上

水
道
も
通
じ
て
い
る
の
で
、
給
排
水

に
関
す
る
問
題
は
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
シ
ャ
ワ
ー
も
使
え
る
し
、
水

洗
ト
イ
レ
も
完
備
で
き
る
。
利
用

者
側
に
我
慢
を
強
い
る
の
で
は
な

く
、
ど
う
す
れ
ば
快
適
に
過
ご
し

て
も
ら
え
る
か
を
優
先
し
、
そ
の

た
め
に
必
要
な
設
備
を
整
え
て
い
る
。

 「
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
日
本

の
山
文
化
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ

て
、
そ
れ
を
大
切
に
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
わ
か
る
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
も
の
も
確

か
に
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。
で
も

こ
れ
か
ら
世
界
に
向
け
て
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
を
打
ち
出
し

て
い
く
中
で
、
そ
ん
な
状
況
の
ま

ま
で
果
た
し
て
い
い
の
か
。
受
け

入
れ
側
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
も

絶
対
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
も

う
一
つ
、
象
徴
的
だ
な
と
思
う
の

が
、
日
本
の
山
で
ご
来
光
を
見
る

と
な
る
と
、
深
夜
か
ら
大
汗
か
い

て
山
登
り
し
な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
ね
。

で
も
『
３
１
０
０ 
ク
ル
ム
ホ
テ
ル
』

な
ら
、
日
の
出
に
間
に
合
う
よ
う

に
起
き
て
、
ふ
ら
ふ
ら
と
外
に
出

れ
ば
、
目
の
前
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
が
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
、
モ
ン

テ
・
ロ
ー
ザ
は
ピ
カ
ー
っ
と
光
っ
て
、

天
国
の
よ
う
な
光
景
が
見
ら
れ
ま

だ
ろ
う
。
大
雪
山
の
白
雲
岳
で
は

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
か
ら
、

白
雲
岳
避
難
小
屋
周
辺
の
登
山
道

を
利
用
す
る
人
か
ら
維
持
管
理
の

た
め
の
協
力
金
を
も
ら
う
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ

だ
け
で
全
て
ま
か
な
え
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
小
野
先
生
は
「
日

本
も
、
も
っ
と
入
山
料
を
取
れ
ば

い
い
」
と
話
す
。

 「
入
山
料
と
い
う
集
金
以
外
に
も
、

例
え
ば
マ
ル
チ
パ
ス
と
い
う
方
法

が
あ
り
ま
す
。
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

の
あ
る
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
は
ガ
ソ
リ

ン
車
の
乗
り
入
れ
を
規
制
し
て
、

域
内
で
の
移
動
は
登
山
鉄
道
や

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
使
い
ま
す
。
そ

れ
ら
が
乗
り
放
題
と
な
る
マ
ル
チ

パ
ス
は
、
使
え
る
日
数
に
も
よ
り

ま
す
が
２
万
５
０

０
０
円
ぐ
ら
い
す
る
。

最
初
は
ち
ょ
っ
と

高
い
な
と
思
い
ま

し
た
が
、
実
際
に

マ
ル
チ
パ
ス
を
使
っ

て
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
軽
い
山
登
り

を
楽
し
ん
だ
ら
、

す
ぐ
に
納
得
し
ま

し
た
。
だ
っ
て
金

額
以
上
の
価
値
が

あ
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
日
本
も
し
っ

北海道の観光　アドベンチャートラベル特集2  登山・トレッキング  基調レポート 

ヨーロッパの山岳リゾートのあり方から、北海道の登山観光の可能性を探る

黒岳山頂から続く縦走路上にある黒岳石室避難小屋の周囲には夏で
も多くの雪渓が残る。
山頂から黒岳石室避難小屋までの間には、チングルマの花畑も。
歴史ある黒岳石室避難小屋。管理人の常駐は6月下旬から9月下旬まで。

上

右下
左下

上川町層雲峡　TEL.01658-9-4400　8：00〜17：30（11〜5月9：00
〜17：00）　夏期無休（11〜5月月曜休）、年末年始休

東川町勇駒別　TEL.0166-97-2153
9：00〜17：00　年末年始休

層雲峡地区を訪れる国内外の利用者に大雪山国立公園の
優れた自然を伝えるほか、登山道や植物の開花状況など
さまざまな情報を提供。大雪山の地形ジオラマなど館内
展示も充実している。春の野鳥観察や秋の紅葉散策など、
季節の観察会も実施（夏の繁忙期を除く）。

大雪山系の主峰・旭岳の麓にある施設。登山に必要な
情報をリアルタイムで発信するほか、VRゴーグルやARなど
最新技術を活用した展示で、大雪山国立公園や魅力を
紹介している。プロカメラマンと自然を歩くフォトトレッキング
などユニークなエコツアーも開催。

層雲峡地区の魅力や楽しみ方を
館内展示や自然解説で紹介
大雪山国立公園 層雲峡ビジターセンター

最新の自然情報と多彩な展示で
登山や野外活動をサポート
大雪山国立公園 旭岳ビジターセンター

ゴルナーグラートからツェルマットまでのトレッキングルート
上には、マッターホルンを望むカフェやホテルが点在。

©YOSHIYASU ONO ©YOSHIYASU ONO

©YOSHIYASU ONO

右　スイス屈指の山岳ホテル「3100 クルムホテル ゴルナーグラート」の外観。
左　ホテル内のディナールーム。標高3100ｍでフルコース料理が楽しめる。
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も
山
岳
ガ
イ
ド
は
筆
記
試
験
の
ほ

か
、
体
力
・
適
性
試
験
、
国
内
各
地

の
山
で
連
泊
に
よ
る
実
技
検
定
試

験
や
義
務
講
習
が
幾
度
も
あ
る
の

で
、容
易
に
取
得
で
き
ま
せ
ん
。
尚
、

有
資
格
者
は
現
在
全
国
で
２
３
０

０
人
ほ
ど
で
、
当
協
会
の
正
会
員

も
当
然
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

─
─ 

資
格
の
ほ
か
、
山
岳
ガ
イ
ド

に
必
要
な
資
質
と
は
？

　

体
力
や
技
術
と
い
っ
た
基
本
的

な
能
力
以
外
に
、
お
客
様
と
何
日

も
一
緒
に
山
の
中
で
過
ご
す
訳
で

す
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
寛
容
さ
、
指
導
力
な
ど
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
女
性
の
お
客
様

の
比
率
が
非
常
に
高
い
の
で
、
分

野
を
問
わ
ず
雑
談
が
豊
富
に
で
き

る
人
は
強
い
で
す
よ
ね
。
歩
き
な

が
ら
喋
っ
て
い
る
と
、
皆
さ
ん
時

間
を
忘
れ
て
楽
に
登
れ
ま
す
か
ら
。

　

ま
た
今
は
海
外
か
ら
の
依
頼
も

多
い
の
で
、
英
語
力
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
現
在
は
正
会
員
の
30
％
が

英
語
対
応
で
き
ま
す
が
、
で
き
れ

ば
50
％
ぐ
ら
い
ま
で
伸
ば
し
て
い

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

北
海
道
の
登
山
環
境
の

魅
力
と
、
今
後
の
課
題

─
─ 

登
山
を
楽
し
む
方
は
、
近
年

増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

確
実
に
そ
の
実
感
は
あ
り
ま
す

ね
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
ア
ウ

ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
く
る

人
が
増
え
て
、
中
で
も
若
い
人
達

や
低
山
の
エ
ン
ト
リ
ー
層
が
増
え

ま
し
た
。
道
外
や
海
外
か
ら
の
ガ

イ
ド
依
頼
は
繁
忙
期
に
は
対
応
し

切
れ
な
い
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。

─
─ 

北
海
道
の
山
の
ど
ん
な
と
こ

ろ
が
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
代
表
格
で
言
え
ば
大
雪
山

の
お
花
畑
で
す
ね
。
高
山
植
物
の

花
の
大
群
落
が
ど
こ
ま
で
も
広
が

り
、
圧
倒
さ
れ
る
美
し
さ
で
す
。

一
週
間
後
に
同
じ
場
所
に
行
っ
て

み
る
と
、
花
畑
の
色
が
全
然
違
う
。

次
々
と
多
様
な
花
が
咲
い
て
い
く

ん
で
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
世
界
に

誇
れ
る
風
景
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
夏
場
は
本
州
か
ら
来

ら
れ
る
お
客
様
を
ご
案
内
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
山
頂
か
ら

　
道
外
、
海
外
か
ら
も
熱
い
視
線

を
注
が
れ
る
北
海
道
の
山
々
は
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
主

役
に
な
り
得
る
一
大
自
然
資
産
で

あ
る
。
豊
富
な
知
識
と
ス
キ
ル
で

難
易
度
の
高
い
山
行
を
実
現
さ
せ

て
く
れ
る
山
岳
ガ
イ
ド
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
達
で
構
成
す
る
「
北
海
道

山
岳
ガ
イ
ド
協
会
」
事
務
局
次
長

の
佐
藤
佑
氏
に
、
北
海
道
の
山
な

ら
で
は
の
魅
力
と
課
題
に
つ
い
て

お
話
を
伺
っ
た
。

北
海
道
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ト
ラ
ベ
ル
を
牽
引
す
る

山
岳
ガ
イ
ド
と
い
う
職
業

─
─ 

ま
ず
は
「
北
海
道
山
岳
ガ
イ

ド
協
会
」
の
活
動
概
要
を
。

　

私
た
ち
は
北
海
道
を
拠
点
に
、

顧
客
の
依
頼
に
応
じ
て
山
岳
地
へ

案
内
す
る
時
、
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
、
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
と
ガ
イ

ド
を
行
う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ガ
イ
ド

見
渡
す
限
り
人
工
物
が
見
え
な
い
、

「
山
深
さ
」
に
驚
か
れ
ま
す
。
特

に
日
本
最
後
の
秘
境
と
言
わ
れ
る

日
高
山
脈
の
奥
地
は
、
完
全
に
人

間
の
気
配
の
な
い
、
鹿
や
熊
が
暮

ら
す
自
然
の
世
界
で
す
。
そ
こ
で

誰
に
も
会
わ
ず
に
３
泊
４
日
と
か
。

難
易
度
も
高
い
で
す
が
、
そ
の
空

気
感
や
雰
囲
気
が
、
日
常
を
完
全

に
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

日
高
山
脈
で
は
林
道
を
車
で
行
け

る
地
点
ま
で
入
り
、
川
に
沿
っ
て

進
む
「
沢
登
り
」
を
し
て
、
そ
の

後
稜
線
に
出
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

が
定
番
で
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験

が
出
来
る
環
境
自
体
が
海
外
の
人

に
は
驚
か
れ
、
写
真
を
送
る
と
反

響
が
大
き
い
で
す
。

─
─ 

道
外
や
海
外
に
比
べ
て
、
北

海
道
の
登
山
環
境
に
お
い
て
課
題

だ
と
感
じ
ら
れ
る
部
分
は
？

　

途
中
で
食
料
や
飲
料
を
購
入
で

き
る
施
設
が
、
北
海
道
の
山
の
中

に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
よ
ね
。

海
外
で
は
山
小
屋
が
点
々
と
あ
る

の
で
、
登
山
者
は
お
金
に
応
じ
て

の
団
体
で
す
。
１
９
９
２
年
に
19

名
の
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、

現
在
は
１
１
０
名
が
正
会
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
専

業
の
個
人
事
業
主
で
、
登
山
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。
ス
キ
ー
や
カ

ヌ
ー
な
ど
の
ガ
イ
ド
資
格
を
持
つ

者
も
多
く
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
社
会

的
地
位
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
北

海
道
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
産
業
と

し
て
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
分
野
を
牽

引
し
て
い
け
る
よ
う
な
組
織
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

─
─ 

ど
の
よ
う
な
依
頼
が
多
い
で

す
か
。

　

難
易
度
が
高
い
山
に
挑
戦
し
た

い
と
い
う
依
頼
が
多
い
で
す
ね
。

主
な
客
層
は
50
〜
70
代
で
、
自
分

達
の
ス
キ
ル
だ
け
で
は
心
配
と
い

う
方
々
が
利
用
し
て
下
さ
い
ま
す
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
の
利
用
が
多

く
、
そ
れ
な
り
に
費
用
も
か
か
り

ま
す
か
ら
、
近
年
は
ガ
イ
ド
側
が

主
体
と
な
っ
て
道
内
の
魅
力
的
な

そ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
ま
す
。
国
内
で
も
北
ア
ル
プ
ス

で
は
２
、
３
時
間
お
き
に
山
小
屋

が
あ
っ
て
、
補
給
や
ト
イ
レ
に
困

り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
北
海
道
の
登
山
の
現
地

補
給
は
せ
い
ぜ
い
湧
水
が
汲
め
る

と
か
、
山
菜
や
山
ブ
ド
ウ
を
採
っ

た
り
と
い
う
野
性
的
な
補
給
…
も

は
や
狩
猟
で
す
よ
ね
。
こ
の
た
め

飲
食
に
関
し
て
は
自
ら
持
ち
運
び
、

ほ
ぼ
自
給
自
足
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
ガ
イ
ド
が
必
要
と
さ
れ
る
面
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ト
イ
レ
の
問
題
は
今
後
、

北
海
道
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
上
で
、
本

気
で
改
善
し
な
い
と
厳
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
最

高
峰
、
キ
ナ
バ
ル
山
に
登
っ
た
時
も
、

山
頂
に
至
る
ま
で
に
３
カ
所
ほ
ど

ト
イ
レ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
片
や

北
海
道
は
、
登
山
口
駐
車
ス
ペ
ー

ス
で
す
ら
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
も

あ
る
の
で
、
海
外
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
猛
烈
に
感
じ
ま
し
た
。
今
は
と

り
あ
え
ず
携
帯
ト
イ
レ
の
普
及
に

尽
力
し
て
い
て
当
面
こ
れ
が
ゴ
ー

ル
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
恒
常
的
な
ト
イ
レ
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
海
外
で
は

山
の
中
に
設
置
す
る
た
め
に
適
し

た
循
環
シ
ス
テ
ム
の
ト
イ
レ
が
す

山
々
を
紹
介
す
る
、
募
集
型
の
「
企

画
山
行
」
も
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

─
─ 

皆
さ
ん
は
山
岳
ガ
イ
ド
の
認

定
資
格
を
お
持
ち
で
す
ね
。

　

世
界
に
お
け
る
登
山
界
の
中
心

で
あ
り
牽
引
役
で
も
あ
る
の
が
フ

ラ
ン
ス
で
、
そ
こ
の
山
岳
ガ
イ
ド

団
体
も
参
加
し
て
い
る
国
際
山
岳

ガ
イ
ド
連
盟
で
ガ
イ
ド
資
格
制
度

を
作
っ
て
い
て
、
加
盟
す
る
各
国

が
こ
の
資
格
制
度
を
基
準
に
認
定

を
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
東
京

に
あ
る
「
公
益
社
団
法
人 

日
本
山

岳
ガ
イ
ド
協
会
」
が
資
格
試
験
を

実
施
し
て
お
り
、
私
た
ち
も
そ
の

会
員
団
体
で
す
。
加
盟
諸
国
の
山

岳
全
エ
リ
ア
で
活
動
で
き
る
「
国

際
山
岳
ガ
イ
ド
」、
日
本
国
内
で

山
を
問
わ
ず
に
活
動
で
き
る
「
山

岳
ガ
イ
ド
」、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
近

い
「
登
山
ガ
イ
ド
」、
そ
の
他
「
ス

キ
ー
ガ
イ
ド
」「
自
然
ガ
イ
ド
」な
ど

が
あ
り
、
試
験
の
難
易
度
も
そ
れ

ぞ
れ
に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
中
で

職
業
、
山
岳
ガ
イ
ド
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

北
海
道
の
山
の
魅
力
を
分
か
ち
合
い
た
い

北
海
道
山
岳
ガ
イ
ド
協
会

特
集
2  

登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

事例紹介

01

で
に
い
く
つ
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

携
帯
ト
イ
レ
し
か
な
い
環
境
は
海

外
か
ら
の
登
山
者
に
は
相
当
な
抵

抗
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
林
道
ゲ
ー

ト
で
す
。
国
有
林
、
道
有
林
共
に

一
般
道
か
ら
入
っ
た
と
こ
ろ
で
い

き
な
り
ガ
チ
ャ
ー
ン
と
閉
め
ら
れ

て
い
て
、
登
山
口
ま
で
延
々
と
砂

利
道
を
19
km
と
か
、
歩
き
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
海
外
の
登
山
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
客
か
ら
な
か
な
か

理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
北
海

道
は
そ
ん
な
場
所
が
あ
ま
り
に
多

い
の
で
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
基
で

ゲ
ー
ト
の
解
錠
と
林
道
の
使
用
許

可
を
与
え
る
な
ど
し
て
も
ら
え
れ

ば
助
か
り
ま
す
。
ト
イ
レ
と
合
わ

せ
て
こ
の
２
大
問
題
を
解
決
で
き

れ
ば
、
多
分
北
海
道
の
登
山
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
10
倍
、
い
や
50
倍
に
も

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北海道山岳ガイド協会
事務局次長

佐藤 佑

北海道山岳ガイド協会
●1992年設立
定期的にガイドトレーニングや研修会、救助
訓練などを行うほか、増毛山道の整備協力
や援農事業など社会貢献活動にも力を入れ
る。ガイドの依頼は協会ウェブサイトを参照。

「資格試験はこれら全ての教本を覚え筆記試
験を受け、さらに実地試験にも合格する必要
があります」と事務局長・伊藤稔さん。

憧れの山への登頂を無理なく楽しみながら実現させてくれるのが、山岳ガイドの腕の見せ所。

日高山脈の「沢登り」の様子
に、海外の旅行業者は必ず
驚くという。

北海道の観光　アドベンチャートラベル
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れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
火
山
性
の

土
壌
、
地
形
・
地
質
か
ら
成
り
、

寒
冷
地
特
有
の
周
氷
河
地
形
、
永

久
凍
土
が
見
ら
れ
た
り
と
、
学
術

的
に
も
か
な
り
貴
重
な
自
然
が
詰

ま
っ
て
い
る
場
所
と
言
え
ま
す
。

│
│

協
議
会
の
体
制
や
活
動
に
お
け

る
役
割
分
担
、
資
金
な
ど
は
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
で
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

各
関
係
自
治
体
か
ら
負
担
金
と

い
う
形
で
予
算
を
出
し
て
頂
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
協
議
会
と
し
て

有
効
的
に
使
わ
せ
て
も
ら
う
と
い

う
体
制
で
す
。
例
え
ば
携
帯
ト
イ

レ
を
普
及
す
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
、
講
師
を
お
招
き
し
て
登
山

道
維
持
補
修
の
た
め
の
勉
強
会
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最

近
は
協
議
会
予
算
と
は
別
に
、
登

山
者
か
ら
の
協
力
金
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
目
的
は
、
荒
廃
し
た

登
山
道
の
補
修
の
た
め
で
す
。
大

雪
山
は
非
常
に
崩
れ
や
す
い
土
壌

で
、
行
政
予
算
だ
け
で
は
と
て
も

補
修
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
、
白
雲
岳
の
登
山
者
か
ら
、
１

人
１
回
に
つ
き
１
０
０
０
円
を
い

た
だ
く
協
力
金
の
仕
組
み
を
作
り
、

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
協

力
金
は
登
山
道
の
補
修
作
業
や
、

そ
れ
に
必
要
な
資
材
費
用
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
。
い
ま
は
白
雲
岳
周

辺
の
み
で
す
が
、
今
後
は
大
雪
山

全
体
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
仕

組
み
に
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

登
山
道
・
山
小
屋
整
備
の

現
状
と
難
し
い
課
題

│
│

大
雪
山
国
立
公
園
内
の
登
山

道
の
管
理
や
整
備
は
環
境
省
が
？

　

国
が
直
轄
で
行
う
路
線
等
も
あ

れ
ば
、
国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
、

北
海
道
が
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
比
率
は
大
雪
山
で
い

う
と
、
北
海
道
が
全
体
の
約
3
割

ぐ
ら
い
で
環
境
省
は
1
割
以
下
で

す
。
国
立
公
園
と
「
国
立
」
は
つ

い
て
る
の
で
す
が
、
国
が
全
て
の

整
備
を
行
う
の
は
予
算
や
体
制
的

に
困
難
で
す
。
さ
ら
に
大
雪
山
の

登
山
道
は
管
理
者
不
在
路
線
が
約

半
分
を
占
め
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。
管
理
者
が
い
る
登
山
道
は
、

協
力
金
な
ど
を
使
っ
て
維
持
管
理

も
し
や
す
い
。
で
も
管
理
者
不
在

の
路
線
で
何
か
整
備
し
よ
う
と
す

る
と
、
土
地
所
有
者
の
許
認
可
が

絡
ん
で
く
る
の
で
、
柔
軟
な
管
理

が
難
し
い
状
況
で
す
。

│
│

全
国
的
に
山
小
屋
や
避
難
小

屋
な
ど
の
老
朽
化
が
進
み
、
維
持

管
理
や
経
営
継
続
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
と
聞
い
て
ま
す
が
、
黒
岳

の
石
室
は
ど
う
し
ょ
う
か
？

　

石
室
の
所
有
者
は
上
川
町
で
、

民
間
事
業
者
が
受
託
管
理
し
て
い

ま
す
。
本
州
の
北
ア
ル
プ
ス
に
あ

る
よ
う
な
民
間
経
営
の
山
小
屋
で

は
な
い
の
で
、
今
後
の
施
設
維
持

や
営
業
面
で
の
課
題
が
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

│
│

山
小
屋
や
避
難
小
屋
の
機
能

維
持
や
利
便
性
の
向
上
は
、
持
続

的
な
登
山
環
境
の
確
保
に
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
改
修
改
築
で
は

ど
の
よ
う
な
規
制
が
あ
り
ま
す
か
？

　

国
立
公
園
に
は
管
理
運
営
計
画

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ

こ
で
施
設
の
規
模
や
色
彩
な
ど
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
修
の
際
は
、

そ
の
計
画
に
沿
っ
た
仕
様
に
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
（
※
）。

　
「
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議

会
」
は
、
大
雪
山
国
立
公
園
地
域

の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
１
９
９
３
年
、
環
境
庁
（
現

環
境
省
）
と
北
海
道
、
大
雪
山
国
立

公
園
関
係
の
10
市
町
か
ら
な
る
協

議
会
と
し
て
発
足
。
山
岳
地
域
の

荒
廃
や
利
用
拠
点
の
活
性
化
な
ど

諸
課
題
を
解
決
し
、
大
雪
山
国
立

公
園
を
「
ま
も
り
」、「
活
か
し
」、

「
つ
な
げ
よ
う
」
の
３
つ
を
テ
ー
マ

で
活
動
す
る
協
働
型
管
理
体
制
に

つ
い
て
伺
っ
た
。

関
係
機
関
と
力
を
合
わ
せ

国
立
公
園
を
管
理
・
運
営

│
│

大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議

会
（
以
下
連
絡
協
議
会
）
の
活
動

概
要
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　

連
絡
協
議
会
は
、
大
雪
山
国
立

公
園
に
関
係
す
る
10
市
町
の
行
政

機
関
や
観
光
協
会
、
バ
ス
会
社
な

ど
の
交
通
事
業
者
、
自
然
保
護
団

（
※
）
改
修
に
は
管
理
運
営
計
画
の
他
に
、

建
設
・
消
防
、
業
態
に
よ
っ
て
は
旅
館
業

法
・
食
品
衛
生
法
な
ど
の
規
制
を
受
け
る

の
で
、
許
可
や
届
出
が
必
要
と
な
る
。

利
用
と
維
持
・
管
理
の
た
め

「
大
雪
グ
レ
ー
ド
」を
設
定

│
│

大
雪
山
で
は
登
山
道
の
区
間

毎
に
「
大
雪
山
グ
レ
ー
ド
」
を
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
作
成
の
目

的
や
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
大
雪
山
グ
レ
ー
ド
」
は
登
山

体
験
の
程
度
や
難
易
度
の
指
標
と

な
り
ま
す
。
同
じ
山
岳
で
も
上
級

者
向
け
の
原
生
的
な
と
こ
ろ
と
、

そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
、
技
術

や
経
験
に
応
じ
て
認
識
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
よ
り
挑
戦
的
な
グ

レ
ー
ド
５
か
ら
手
軽
に
散
策
で
き

る
グ
レ
ー
ド
１
ま
で
、
５
段
階
に

分
け
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
各
グ
レ
ー
ド
に
応
じ

た
整
備
や
維
持
管
理
の
レ
ベ
ル
も

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

グ
レ
ー
ド
で
管
理
水
準
を
決
め

よ
う
と
い
う
き
っ
か
け
は
、
全
国

的
な
例
と
し
て
、
登
山
道
の
過
剰

整
備
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
過

去
に
国
立
公
園
の
公
共
事
業
で

行
っ
た
整
備
が
、
人
工
的
で
過
剰

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
問
題
か
ら

の
反
省
も
含
め
、
例
え
ば
、
グ
レ
ー

ド
５
の
原
生
的
な
自
然
が
あ
る
よ

体
、
研
究
者
な
ど
か
ら
成
り
、
官

民
連
携
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
大
雪
山
国
立
公
園
を
管

理
・
運
営
す
る
上
で
何
を
目
指
し

て
い
く
の
か
、
ま
た
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
を
、
地
域
関
係
者
の
方
々

と
合
意
形
成
す
る
た
め
の
場
と
し

て
の
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
こ
で
決
ま
っ
た
事
項
を
、

連
絡
協
議
会
の
参
加
団
体
や
各
関

係
団
体
と
協
力
し
、
実
現
さ
せ
て

い
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

│
│

道
内
の
他
の
国
立
公
園
と
比

較
し
、
大
雪
山
国
立
公
園
は
ど
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
？

　

陸
域
の
国
立
公
園
と
し
て
は
、

国
内
で
最
大
規
模
と
い
う
こ
と
。

総
面
積
は
約
２
２
６
８
㎢  
で
、
東

京
都
全
体
（
２
１
９
４
㎢  
）
よ
り

も
広
い
で
す
。
広
大
で
原
生
的
な

山
岳
景
観
を
有
し
、
本
州
の
同
じ

標
高
で
は
見
ら
れ
な
い
高
山
植
物

群
落
や
高
層
湿
原
が
随
所
に
見
ら

大
雪
山
国
立
公
園
の
自
然
や
魅
力
を

将
来
へ
つ
な
げ
る
た
め
に

大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

特
集
2  

登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

事例紹介

02

う
な
と
こ
ろ
は
、
過
剰
な
整
備
を

せ
ず
、
登
山
者
が
個
々
の
力
量
に

応
じ
た
登
山
利
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

│
│

現
状
の
課
題
と
、
目
指
し
て

い
く
将
来
像
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

荒
廃
し
た
登
山
道
を
す
べ
て
修

繕
し
、
手
当
を
し
て
い
く
た
め
に

は
相
当
な
時
間
と
費
用
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
人
材

も
不
可
欠
で
す
。
い
く
ら
予
算
が

あ
っ
て
も
、
技
術
者
が
い
な
け
れ

ば
で
き
ま
せ
ん
。
大
雪
山
は
夏
が

短
く
、
現
場
で
作
業
で
き
る
時
間

も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
雪
解
け
か

ら
降
雪
ま
で
の
3
〜
4
か
月
間
に
、

集
中
的
に
事
業
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
だ
か
ら
、
お
金
の
面
だ

け
で
な
く
、
人
材
を
育
む
方
法
や

活
動
体
制
も
構
築
し
、
併
せ
て
持

続
的
な
管
理
運
営
が
で
き
る
状
態

に
、
徐
々
に
近
づ
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

大雪山国立公園連絡協議会（事務局）
環境省 大雪山国立公園管理事務所 所長

広野 行男

大雪山国立公園連絡協議会
●1993年設立
大雪山国立公園の保全や適正利用を図
るため、多様な関係者が協働し管理運営
を実施。

北海道の観光 アドベンチャートラベル

浸食が進んだ登山道。現在、大雪国立公園内の登山道のう
ち約75％が、環境保全上の課題がある区間とされている。

5
段
階
で
利
用
体
験
ラ
ン
ク
を
示
し
た「
大
雪
山
グ
レ
ー
ド
」の
マ
ッ
プ
。

http://www.daisetsuzan.or.jp/trail-news/grade/
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く
、
取
水
か
発
電
が
目
的
の
施
設

の
跡
地
で
あ
る
。
両
側
か
ら
迫
り

出
し
た
岩
と
河
川
の
自
然
の
落
差

を
利
用
し
て
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
を
建
設
し
て
水
を
堰
き
止
め
よ

う
と
し
た
の
だ
ろ
う
（
写
真
2
）。

後
日
、
地
図
で
確
認
す
る
と
、
下

流
部
に
発
電
所
の
記
号
が
あ
っ
た

が
、
今
は
そ
の
影
も
な
い
。
札
内

川
本
流
の
ピ
ョ
ウ
タ
ン
の
滝
も
発

電
ダ
ム
の
跡
地
で
あ
る
こ
と
を
思

う
と
、
こ
の
周
辺
に
は
同
様
の
意

図
を
持
っ
た
小
規
模
ダ
ム
や
施
設

が
稼
働
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

車
を
止
め
て
、
い
よ
い
よ
練
習

で
あ
る
。
そ
の
前
に
、
姿
形
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
胸
ま

で
の
長
さ
の
長
靴
で
あ
る
ウ
ェ
ー

ダ
ー
を
着
る
。
転
倒
し
て
も
水
が

入
ら
な
い
よ
う
ベ
ル
ト
を
締
め
る
。

次
に
釣
り
用
の
ベ
ス
ト
を
着
て
、

釣
れ
た
魚
を
確
保
す
る
網
を
背
に

す
る
。
仕
上
げ
に
虫
除
け
の
ス
プ

レ
ー
を
か
け
、
そ
れ
か
ら
ク
マ
よ

け
の
鈴
。
こ
れ
で
一
人
前
の
釣
り

か
、
雨
の
予
報
は
ひ
と
ま
ず
外
れ

た
。
と
は
い
え
、
本
州
を
北
上
す

る
飛
行
ル
ー
ト
は
雲
に
覆
わ
れ
、

折
角
取
っ
た
窓
際
の
3
F
の
席
か

ら
は
雲
海
し
か
望
め
な
い
。
暇
つ

ぶ
し
に
眺
め
て
い
た
A
I
R
D
O

の
機
内
誌
は
少
し
気
の
早
い
北
海

道
の
紅
葉
特
集
で
あ
っ
た
。
知
床

や
大
雪
と
い
っ
た
有
名
ど
こ
ろ
に

混
じ
っ
て
、
道
内
紅
葉
8
選
の
中

に
「
岩
内
渓
谷
」
が
名
を
連
ね
て

い
た
。
積
丹
半
島
の
付
け
根
の
岩

内
で
は
な
く
、
帯
広
か
ら
50
分
と

あ
る
。
十
勝
の
ど
こ
か
だ
ろ
う
。

　

飛
行
機
が
太
平
洋
上
か
ら
十
勝

平
野
に
入
る
頃
に
は
快
晴
に
変

わ
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
歴
舟
川
と

思
わ
れ
る
河
口
付
近
の
蛇
行
を
右

下
に
見
な
が
ら
、
緑
と
黄
色
の

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
が
敷
き
詰
め
ら
れ

た
十
勝
平
野
へ
降
り
て
い
く
。
航

空
機
の
形
そ
の
ま
ま
の
機
影
が
眼

下
に
走
る
（
写
真
1
）。

　

14
時
30
分
、
十
勝
帯
広
空
港
着
。

空
港
で
取
材
ク
ル
ー
の
出
迎
え
を

受
け
、
そ
の
ま
ま
初
日
の
取
材
地

に
向
か
う
。

　
こ
の
日
の
行
動
の
目
的
は
、
ま
ず
、

テ
ン
カ
ラ
釣
り
の
練
習
で
あ
る
。

テ
ン
カ
ラ
釣
り
は
一
本
だ
け
の
毛

鉤
を
糸
の
先
に
結
わ
え
て
飛
ば
す

と
い
う
何
と
も
シ
ン
プ
ル
で
潔
い

釣
り
で
あ
る
。
毛
鉤
を
ポ
イ
ン
ト

に
飛
ば
す
技
と
、
毛
鉤
を
食
い
に

出
て
き
た
魚
を
針
に
か
け
る
技
が

求
め
ら
れ
る
。

　

練
習
場
所
は
、
十
勝
川
支
流
の

札
内
川
の
さ
ら
に
支
流
の
戸と

っ

蔦た

別べ
つ

川が
わ

で
あ
る
。
ト
ッ
タ
ベ
ツ
は
ア
イ

ヌ
語
で
「
大
き
な
袋
や
箱
」
と
い

う
意
味
で
、
上
流
部
の
切
り
立
っ

た
峡
谷
を
箱
に
例
え
た
も
の
ら
し

い
。
帯
広
空
港
か
ら
西
に
30
分
く

ら
い
だ
ろ
う
か
、
十
勝
平
野
の
真

ん
中
か
ら
日
高
山
脈
の
麓
ま
で
、

穀
倉
地
帯
、
酪
農
地
帯
を
走
る
。

道
路
網
は
格
子
状
で
、
ど
こ
も
似

た
よ
う
な
景
観
で
あ
る
た
め
に
、

自
分
の
位
置
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
迷
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
し
て

も
、
平
野
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
そ

こ
の
山
の
中
ま
で
開
墾
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
広
々
と

し
て
み
え
る
牧
草
地
も
、
原
野
の

木
々
を
一
本
ず
つ
切
り
倒
し
て
切

り
株
を
抜
く
と
い
う
途
方
も
な
い

苦
労
の
結
果
だ
と
思
う
と
先
人
の

努
力
に
頭
が
下
が
る
。

　

川
に
入
る
に
は
ど
こ
か
ら
で
も

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。川
に

近
い
と
こ
ろ
ま
で
車
で
ア
ク
セ
ス

で
き
る
こ
と
、
川
岸
か
ら
安
全
に

河
原
ま
で
降
り
ら
れ
る
こ
と
が
条

件
と
な
る
。
川
に
沿
っ
て
道
路
が

走
っ
て
い
る
よ
う
な
都
合
の
良
い

場
所
は
そ
う
そ
う
な
い
。
道
路
が

川
に
最
も
近
づ
く
の
は
間
違
い
な

く
橋
で
あ
る
。
橋
の
た
も
と
に
車

を
止
め
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
探
し
て
、

そ
こ
か
ら
歩
い
て
河
原
に
降
り
ら

れ
る
場
所
を
探
す
と
い
う
の
が
お

決
ま
り
の
パ
タ
ー
ン
の
よ
う
だ
。

　

目
的
地
に
着
い
て
橋
か
ら
戸
蔦

別
川
を
眺
め
る
と
、
興
味
深
い
河

川
構
造
物
が
目
を
引
い
た
。
恐
ら

　

由
良
の
と
を 

わ
た
る
舟
人 

か

ぢ
を
た
え 

行
く
方
も
知
ら
ぬ 

恋

の
道
か
な
。
百
人
一
首
に
読
ま
れ

た
河
口
部
を
持
つ
由
良
川
は
、
京

都
府
北
部
を
流
れ
る
河
川
で
あ
る

が
、
そ
の
中
流
域
の
盆
地
に
小
生

が
生
ま
れ
て
高
校
卒
業
ま
で
育
っ

た
綾
部
市
が
あ
る
。
プ
ー
ル
の
な

か
っ
た
小
学
校
時
代
は
川
を
流
れ

て
遊
ん
で
い
た
し
、
夜
店
で
竹
継

ぎ
の
釣
り
竿
を
買
っ
て
も
ら
っ
て

か
ら
は
、
毎
日
、
川
に
通
っ
て
い

た
。
エ
サ
は
足
長
バ
チ
の
巣
を
落

と
し
て
取
っ
た
幼
虫
、
鳥
小
屋
の

下
を
掘
っ
て
捕
ま
え
た
縞
ミ
ミ
ズ
、

河
原
の
石
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
す

く
い
取
っ
た
ウ
ス
バ
カ
ゲ
ロ
ウ
の

幼
虫
等
、
自
給
自
足
の
田
舎
釣
り

で
あ
っ
た
。
鮎
の
友
釣
り
に
は
挑

戦
し
た
が
子
供
に
は
無
理
だ
っ
た

し
、
大
物
の
鯉
は
狙
っ
た
も
の
の

釣
れ
た
試
し
は
な
い
。
最
も
好
き

だ
っ
た
の
は
夏
の
夕
方
、
虫
が
川

面
を
飛
び
交
う
時
間
に
、
毛
鉤
を

振
っ
て
ハ
ヤ
を
釣
る
こ
と
だ
っ
た

か
。
こ
れ
と
て
エ
サ
を
用
意
す
る

必
要
が
な
い
の
で
面
倒
が
な
か
っ

た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。

初
日
は
練
習

　

二
週
間
前
か
ら
天
気
予
報
が
気

に
な
り
日
に
何
度
も
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
の
だ
が
、
祈
り
が
通
じ
た

プ
ロ
ロ
ー
グ

写真2　�橋から見えた取水堰。洪水の影響か、かなり土砂の堆積と破損が見られ、使わ
れていない様子。

十
勝
を
釣
る

特
集
3  

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
　
基
調
レ
ポ
ー
ト

北海道の観光　アドベンチャートラベル

あさくら・やすお／交通工学、特に
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マの動きの観測・調査および解
析・評価が中心研究テーマ。災害
時を含む異常時や非日常時の交
通現象の分析や交通システムの
運用のあり方についても研究を
行っている。
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社会基盤学専攻 上席特任研究員
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十勝を釣る

東
京
で
の
多
忙
な
日
常
を
脱
出
し
、向
か
う
は
十
勝
。旅
の
目
的
は
北
海
道

の
豊
か
な
自
然
を
体
感
で
き
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
。ガ
イ
ド
と
共
に
片
道

１
５
０
㎞
の
移
動
を
、高
速
道
路
と
地
方
道
を
駆
使
し
な
が
ら
巡
る
。そ
こ

で
体
験
し
た
こ
と
で
見
え
て
き
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
課
題
と

可
能
性
を
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
寄
稿
頂
い
た
。

森に包まれた穏やかな渓流で釣りに挑戦。自然豊かな十勝地区には渓流釣りに適した川が数多くある。

写真1　�機内からは酪農王国北海道を代表する
広大な平野を臨める。
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な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
北
海
道

だ
け
で
な
く
世
界
を
釣
り
歩
く
歌

野
さ
ん
の
経
験
で
も
、
こ
の
よ
う

な
明
る
い
森
と
穏
や
か
な
渓
流
が

残
っ
て
い
る
場
所
は
多
く
な
い
よ

う
だ
。
森
林
を
維
持
す
る
に
は
人

の
手
を
入
れ
て
、
一
定
の
伐
採
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
切
り
過
ぎ
は
よ
ろ
し
く

な
い
。
全
て
の
木
を
切
る
皆
伐
が

入
っ
て
い
る
場
所
も
道
路
の
奥
に

垣
間
見
え
る
。
皆
伐
し
て
放
置
す

る
と
表
層
が
荒
れ
土
壌
が
流
出
し

て
渓
流
も
荒
れ
る
。
い
っ
た
ん
荒

れ
た
森
や
渓
流
は
元
に
戻
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　

短
期
的
な
経
済
合
理
性
を
求
め

る
と
、
切
り
出
し
や
す
い
森
林
の

皆
伐
が
選
択
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
切
ら
れ
た
木
は
立
派
な

木
と
い
う
よ
り
は
雑
木
に
近
い
も

の
も
多
く
、
金
銭
的
な
儲
け
は
多

く
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
森
や
渓

流
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
維

持
す
る
合
理
的
な
方
法
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、

皆
伐
し
て
得
ら
れ
る
利
得
を
埋
め

合
わ
せ
る
よ
う
な
金
額
で
、
森
を

買
い
取
る
こ
と
で
あ
る
。
英
国
生

ま
れ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
は
、

守
る
べ
き
森
林
や
海
岸
を
寄
附
金

や
会
費
で
買
い
取
っ
て
保
全
し
て

い
る
。
売
る
な
切
る
な
と
声
高
に

叫
ぶ
の
で
は
な
く
、
森
の
所
有
者

に
も
利
得
が
渡
る
よ
う
な
方
法
を

考
え
る
こ
と
が
大
切
と
思
う
。

　

で
は
ど
う
や
っ
て
原
資
を
集
め

る
か
。
ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ン
グ
を
通
じ
て
、
一
定

の
金
額
を
集
め
る
仕
組
み
は
既
に

で
き
て
い
る
。
森
に
釣
り
に
入
っ
た

こ
と
の
あ
る
社
会
的
に
影
響
力
の

あ
る
人
々
の
力
も
借
り
て
、
持
続

可
能
な
方
法
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
ん
な
話
で
車
内
が
盛
り
上
が

り
、
こ
の
ま
ま
走
り
続
け
る
と
十

勝
を
越
え
て
し
ま
う
と
思
っ
た
あ

た
り
が
目
的
地
で
あ
っ
た
。
川
に

入
ろ
う
と
し
て
い
る
外
国
人
グ

ル
ー
プ
ら
し
き
先
客
を
邪
魔
し
な

い
よ
う
に
、
車
2
台
を
停
め
ら
れ

人
で
あ
る
が
、
ウ
ェ
ー
ダ
ー
は
慣

れ
な
い
と
歩
き
に
く
い
。

　

次
に
釣
り
の
道
具
。
3
・
5
m
く

ら
い
の
竿
に
、
竿
と
同
じ
く
ら
い
の

長
さ
の
少
し
重
み
の
あ
る
道レ

ベ
ル
ラ
イ
ン糸
を

結
び
、
そ
の
先
に
細
い
糸

リ
ー
ダ
ー

を
1
m

ほ
ど
垂
ら
す
。
そ
こ
に
毛
鉤
を
つ

け
る
。こ
れ
で
一
式
。道
糸
の
重
さ

と
竿
の
た
わ
み
で
毛
鉤
を
飛
ば
し
、

魚
に
食
わ
せ
る
と
い
う
理
屈
で
あ

る
。
果
た
し
て
、
飛
ば
せ
る
の
か
。

　

川
岸
を
少
し
歩
い
て
降
り
や
す

そ
う
な
斜
面
か
ら
河
原
に
降
り
る
。

幸
い
に
も
石
の
サ
イ
ズ
は
だ
い
た

い
握
り
こ
ぶ
し
以
下
で
歩
き
や
す

い
。
流
路
の
幅
は
場
所
に
も
よ
る

が
10
m
か
ら
20
m
く
ら
い
か
。
河

原
は
そ
の
倍
く
ら
い
で
上
空
は
開

け
て
い
て
、
川
岸
の
草
木
に
毛
鉤

を
引
っ
掛
け
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
水
は
澄
ん
で
い
る
が
、

前
日
ま
で
の
雨
で
流
量
は
多
く
、

流
速
も
速
い
。

　

狙
い
は
ど
こ
か
。
自
分
が
魚
な

ら
、
よ
ど
み
と
は
い
え
な
い
ま
で

も
、
や
や
流
速
が
遅
く
な
っ
た
岩

陰
あ
た
り
で
エ
サ
に
な
る
虫
が
流

れ
て
く
る
の
を
待
つ
に
違
い
な
い
。

ざ
っ
と
見
る
と
、
そ
れ
ら
し
き
ポ

イ
ン
ト
は
あ
る
。

　

い
き
な
り
ポ
イ
ン
ト
に
毛
鉤
を

投
入
す
る
前
に
毛
鉤
を
飛
ば
す
練

習
を
す
る
。
振
り
か
ぶ
り
は
12
時

て
お
ら
ず
、
当
日
の
天
候
、
水
量

や
濁
り
な
ど
川
の
状
況
等
を
勘
案

し
、
い
く
つ
か
の
候
補
地
の
中
か

ら
最
適
な
場
所
を
ガ
イ
ド
さ
ん
が

決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ら
し

い
。
そ
れ
で
も
、
札
内
川
か
歴
舟

川
か
、
十
勝
の
南
西
部
の
は
ず
だ

よ
ね
、
と
思
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
待
ち
合
わ
せ
た
釣
り

ガ
イ
ド
さ
ん
の
選
択
は
、
十
勝
東

部
の
さ
ら
に
先
ら
し
い
。
川
西

I
C
か
ら
高
速
E
60
に
乗
り
、
帯

広
J
C
T
で
道
東
道
E
38
に
合
流
、

ひ
た
す
ら
東
に
走
る
。
さ
ら
に
、

本
別
J
C
T
で
高
速
E
61
に
分
岐
、

こ
こ
ま
で
で
90
km
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。

　

道
の
駅
で
ガ
イ
ド
さ
ん
の
車
と

合
流
し
、
初
対
面
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の

お
名
前
は
歌
野
さ
ん
。

　

歌
野
さ
ん
は
熊
本
の
ご
出
身
で
、

東
京
で
雑
誌
の
編
集
を
さ
れ
て
い

た
が
、
東
日
本
の
震
災
を
機
に
い

ろ
い
ろ
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
中

札
内
村
に
移
住
し
、
釣
り
ガ
イ
ド

に
な
ら
れ
た
。
な
ぜ
中
札
内
な
の

か
。
と
く
に
地
縁
血
縁
が
あ
っ
た

わ
け
で
な
く
、
混
雑
し
て
い
な
い

地
方
空
港
か
ら
近
い
と
い
う
の
が

決
め
手
だ
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
る
。

東
京
へ
ひ
と
っ
飛
び
と
い
う
地
の

利
と
い
う
こ
と
か
。
歌
野
さ
ん
や

ご
家
族
が
東
京
に
行
く
の
も
便
利

だ
し
、
釣
り
の
お
客
さ
ん
の
多
く

ま
で
、
そ
こ
か
ら
10
時
ま
で
竿
を

振
っ
て
リ
ー
ダ
ー
と
毛
鉤
を
飛
ば
す
。

12
時
以
上
に
背
後
に
振
り
か
ぶ
る

と
か
、
10
時
を
超
え
て
振
り
過
ぎ

る
と
毛
鉤
は
飛
ば
な
い
。
し
な
や
か

に
振
る
の
が
良
い
よ
う
だ
。
と
は
い

え
、
力
が
入
る
の
は
仕
方
が
な
い
。

　

練
習
で
釣
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う

か
、
と
余
計
な
心
配
が
頭
を
よ
ぎ

る
。
食
い
つ
い
た
と
し
て
も
20
cm

く
ら
い
ま
で
な
ら
驚
か
ず
に
釣
り

上
げ
ら
れ
る
は
ず
と
変
な
余
裕
の

気
分
に
も
な
る
。

　

最
も
釣
れ
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
の

下
流
か
ら
毛
鉤
を
一
投
。
素
晴
ら

し
い
投
げ
と
は
い
え
な
い
が
、
悲

惨
な
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
自
己
評

価
。
少
な
く
と
も
竿
の
長
さ
以
上

に
毛
鉤
は
飛
ん
で
い
る
し
、
川
面

を
流
れ
る
毛
鉤
を
目
視
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
数
回
振
る
う
ち
に
、

あ
る
程
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
身

に
つ
け
る
。
こ
れ
な
ら
い
つ
魚
が

出
て
き
て
も
大
丈
夫
（
写
真
3
）。

　

魚
が
潜
ん
で
い
そ
う
な
ポ
イ
ン

ト
に
近
づ
い
て
毛
鉤
を
投
入
。
パ

シ
ャ
と
咥
え
に
く
る
は
ず
な
ん
だ

け
ど
ね
。
2
回
、
3
回
、
10
回
と

攻
め
て
み
る
が
反
応
な
し
。
釣
れ

な
く
て
も
毛
鉤
に
反
応
し
て
遊
び

に
出
て
き
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
が
、

そ
の
気
配
は
な
い
。
時
間
的
に
も

悪
く
は
な
く
、
川
面
に
飛
ぶ
虫
、

が
東
京
在
住
な
ら
、
空
港
に
近
い

こ
と
は
必
須
か
も
し
れ
な
い
。
釣

り
ガ
イ
ド
の
範
囲
は
、
中
札
内
村

の
周
辺
か
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、

そ
う
で
は
な
く
、
十
勝
の
全
域
が

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
場
合
に
よ
っ
て

は
十
勝
を
越
え
て
道
内
を
案
内
す

る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。
ま
さ
に

空
港
と
高
速
道
路
が
な
い
と
釣
り

に
な
ら
な
い
。
釣
り
ガ
イ
ド
と
い

う
職
業
も
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

合
流
し
た
道
の
駅
か
ら
釣
り
場

へ
向
か
う
。
歌
野
さ
ん
に
よ
る
と
、

場
所
は
十
勝
川
水
系
の
支
流
と
の

こ
と
。
国
道
は
緩
や
か
に
谷
筋
に

沿
っ
て
走
る
。
川
が
過
去
に
切
り

取
っ
た
幅
だ
け
谷
の
幅
が
あ
る
。

見
た
目
で
50
m
く
ら
い
。
そ
の
谷

筋
に
渓
流
が
流
れ
、
そ
れ
ほ
ど
背
の

高
く
な
い
若
い
木
々
が
生
え
て
い
る
。

草
木
の
密
度
も
低
く
、
明
る
い
谷

筋
で
あ
る
。
最
も
意
外
だ
っ
た
の
は
、

河
川
の
勾
配
と
道
路
の
勾
配
が
そ

れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

源
流
部
な
の
に
渓
流
は
サ
ラ
サ
ラ

と
緩
や
か
に
流
れ
、
道
路
は
渓
流

に
近
づ
い
た
り
離
れ
た
り
し
な
が

ら
緩
や
か
に
登
っ
て
い
く
。

　

歌
野
さ
ん
も
こ
の
森
が
お
気
に

入
り
の
よ
う
で
、
貴
重
な
自
然
遺

産
で
あ
り
、
何
と
か
残
し
た
い
と

話
す
。
地
元
の
方
は
余
り
に
も
普

段
の
景
色
な
の
で
気
が
つ
い
て
い

落
ち
た
虫
を
狙
っ
て
い
る
魚
は
い

る
は
ず
だ
。
今
日
は
満
腹
な
の
か
。

　

竿
を
振
っ
て
15
分
、
テ
ン
カ
ラ

の
練
習
は
十
分
だ
。
と
は
い
え
明

日
の
本
番
で
は
テ
ン
カ
ラ
以
外
の

釣
り
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
ル
ア
ー
を
練
習
す
る
。

こ
れ
は
毛
鉤
の
代
わ
り
に
小
魚
な

ど
を
模
し
た
擬
似
餌
を
水
中
に
投

げ
て
、
リ
ー
ル
で
引
く
と
い
う
釣

り
で
あ
る
。
柄
の
な
い
ス
プ
ー
ン

が
小
魚
に
見
え
る
か
ど
う
か
は
魚

に
聞
い
て
欲
し
い
が
、
ス
プ
ー
ン

の
ヘ
ラ
の
部
分
に
針
が
つ
い
た
ル

ア
ー
を
投
げ
る
。
テ
ン
カ
ラ
は
5m

近
傍
を
釣
る
沿
岸
漁
業
で
、
ル
ア
ー

は
20ｍ
程
度
の
遠
洋
漁
業
で
あ
る
。

　

リ
ー
ル
を
使
っ
て
釣

り
を
す
る
の
は
何
十
年

ぶ
り
だ
ろ
う
。
子
供
の

頃
に
砂
浜
や
川
岸
か
ら

投
げ
釣
り
を
や
っ
た
の

は
数
十
年
前
だ
し
、
来

島
海
峡
で
船
か
ら
生
き

餌
を
つ
け
て
底
魚
を
狙

う
釣
り
に
誘
っ
て
も

ら
っ
た
の
は
20
年
以
上

も
前
の
こ
と
で
あ
る
。

指
に
か
け
た
糸
を
離
す

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と

ル
ア
ー
は
飛
ば
な
い
し
、

飛
ん
だ
と
し
て
も
思
う

と
こ
ろ
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
な
い
。
渓
流
な
の
で
、
飛

び
過
ぎ
る
と
対
岸
の
草
木
に
引
っ

か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
対
岸
に

引
っ
か
か
る
リ
ス
ク
を
避
け
る
に

は
、
川
に
沿
っ
て
投
げ
る
し
か
な
い
。

た
だ
こ
の
場
合
は
川
幅
の
範
囲
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
ル
ア
ー
は
水
中
を
引
く
が
、

リ
ー
ル
を
巻
か
な
い
と
川
底
の
石

に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う
。
と
い
っ

て
、
水
面
に
近
い
と
こ
ろ
を
引
い

て
も
魚
は
食
わ
な
い
だ
ろ
う
。
テ

ン
カ
ラ
よ
り
は
難
易
度
が
上
が
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
素
人
の
練
習
場
所
に

な
る
よ
う
な
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
、

空
も
開
け
て
釣
り
や
す
い
場
所
が

釣
り
荒
れ
て
い
な
い
わ
け
は
な
い
。

そ
れ
で
も
、
テ
ン
カ
ラ
を
振
る
、

ル
ア
ー
を
投
げ
る
と
い
う
練
習
目

的
は
十
分
に
達
せ
ら
れ
た
。
同
時

に
、
晴
れ
て
い
る
う
ち
に
釣
り
の

写
真
を
撮
影
す
る
と
い
う
目
的
も

完
了
し
た
。
今
回
の
企
画
の
3
日

間
、
雨
で
は
な
い
と
し
て
も
、
曇

天
で
撮
影
に
向
か
な
い
可
能
性
も

あ
り
、
晴
れ
て
い
る
間
に
元
気
に

釣
り
を
す
る
姿
を
記
録
に
残
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
無
事
一
仕
事

終
わ
り
ま
し
た
。

　

中
札
内
村
の
戸
蔦
別
川
か
ら
十

勝
平
野
を
1
時
間
弱
走
り
、
今
日

の
宿
泊
地
の
帯
広
市
内
に
向
か
う
。

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
浴
場
は
温
泉

で
、
十
勝
川
温
泉
か
ら
モ
ー
ル
泉

を
運
ん
で
い
る
ら
し
い
。
茶
色
味

が
か
っ
た
お
湯
は
気
持
ち
い
い
の

だ
け
れ
ど
意
外
と
熱
く
て
、
長
く

は
入
れ
な
い
。
体
温
を
上
げ
る
と

眠
れ
な
い
の
で
、
早
々
と
温
泉
を

切
り
上
げ
て
就
寝
。

本
番
の
釣
り

　

い
よ
い
よ
釣
り
の
本
番
の
日
が

来
た
。
釣
り
ガ
イ
ド
さ
ん
は
帯
広

の
南
の
中
札
内
村
に
お
住
ま
い
な

の
で
、
帯
広
と
中
札
内
の
ほ
ぼ
中

間
地
点
で
あ
る
帯
広
川
西
I
C

で
待
ち
合
わ
せ
。
た
だ
、
こ
の
時

点
で
は
、
ど
こ
で
釣
る
か
は
わ
か
っ

特集3  フィッシング  基調レポート 

十勝を釣る
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こ
の
こ
と
か
。
ど
こ
か
の
映
画
で

見
た
よ
う
な
既
視
感
さ
え
あ
る
。

　

対
岸
の
草
む
ら
の
脇
が
ポ
イ
ン

ト
と
い
う
こ
と
で
、
川
の
ほ
ぼ
中

央
に
立
っ
て
キ
ャ
ス
ト
を
繰
り
返
す

（
写
真
6
）。
こ
こ
で
も
魚
は
フ
ラ
イ

に
出
る
が
な
か
な
か
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。

　

川
の
流
れ
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
な
が
ら
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

繰
り
返
す
の
は
難
し
い
。
難
し
い

と
い
う
よ
り
も
、
転
ば
な
い
よ
う

注
意
す
る
の
で
疲
れ
る
と
い
う
ほ

う
が
正
確
だ
ろ
う
。
上
流
に
少
し

ず
つ
移
動
し
な
が
ら
、
投
げ
て
流

し
て
ア
タ
リ
を
取
っ
て
を
繰
り
返

し
て
い
た
ら
、
右
膝
の
辺
り
が
痛

く
な
っ
て
き
た
。
冷
え
た
の
か
、

水
の
抵
抗
に
疲
れ
た
の
か
、
こ
れ

は
危
険
信
号
で
あ
る
。
無
理
し
て

は
い
け
な
い
の
で
、
釣
れ
な
か
っ

た
の
は
残
念
だ
け
れ
ど
諦
め
て
、

竿
を
歌
野
さ
ん
に
渡
し
、
川
か
ら

上
が
る
こ
と
に
し
た
。

　

陸
に
あ
が
っ
て
車
に
戻
っ
て
ラ

ン
チ
と
な
っ
た
。
歌
野
さ
ん
が
テ
ー

ブ
ル
と
椅
子
を
手
早
く
セ
ッ
ト
し

て
ラ
ン
チ
が
始
ま
っ
た
。
ラ
ン
チ

は
奥
様
の
手
作
り
弁
当
（
写
真
7
）。

さ
す
が
に
鶏
肉
と
卵
の
中
札
内
村
、

い
ず
れ
も
美
味
で
家
庭
料
理
の
レ

ベ
ル
を
超
え
て
い
る
。

　

ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
帰
路
に
つ

く
。
車
中
で
色
々
と
話
す
。
歌
野

さ
ん
は
国
際
経
験
も
相
当
に
豊
か

で
、
い
ろ
ん
な
釣
り
の
経
験
も
あ

る
。
釣
り
人
の
経
験
、
体
力
、
嗜

好
に
よ
っ
て
様
々
な
釣
り
が
あ
っ

て
よ
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
思
え
る
。
北
米
で
は
、
歩
く
の

が
辛
く
な
っ
た
老
人
向
け
に
、
川

を
下
り
な
が
ら
ボ
ー
ト
で
釣
る
と

い
う
選
択
肢
も
あ
る
ら
し
い
。

　

多
様
な
釣
り
人
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
応
え
る
に
は
、
自
分
に
そ
の
経

験
が
あ
っ
て
そ
の
楽
し
み
を
理
解

で
き
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
思

う
が
、
最
も
重
要
な
の
は
多
様
な

自
然
と
釣
り
場
環
境
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
河
川
や
海
岸
環
境
に
は

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関

与
し
て
お
り
、
利
害
関
係
も
単
純

で
は
な
い
。
沿
川
や
沿
岸
に
人
が

住
ん
で
経
済
活
動
が
営
ま
れ
る
以

上
は
、
ヒ
ト
の
手
を
全
く
入
れ
ず

に
釣
り
場
の
環
境
を
保
全
す
る
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

る
ス
ペ
ー
ス
を
探
す
。

　

最
初
の
ポ
イ
ン
ト
は
道
路
か
ら

少
し
入
っ
た
森
の
中
、
道
路
も
見

え
る
が
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
も
聞
こ

え
る
。
釣
り
の
準
備
は
昨
日
練
習

し
た
通
り
で
、
胸
ま
で
の
ウ
ェ
ー

ダ
ー
を
着
て
腰
の
ベ
ル
ト
を
き
つ

く
締
め
る
。
ベ
ル
ト
を
締
め
忘
れ

る
と
浅
瀬
で
も
転
ん
だ
ら
簡
単
に

死
ぬ
と
聞
か
さ
れ
、
緊
張
が
走
る
。

ベ
ス
ト
と
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
、
そ

れ
と
歌
野
さ
ん
は
ク
マ
よ
け
の
鈴

を
つ
け
る
。
同
時
に
、
か
な
り
大

き
な
網
を
持
つ
。
50cm
く
ら
い
の
マ

ス
で
も
入
り
そ
う
。
釣
れ
た
ら
ど

う
し
よ
う
。

　

歌
野
さ
ん
が
お
も
む
ろ
に
取
り

出
し
た
釣
具
は
予
想
外
の
フ
ラ
イ

ロ
ッ
ド
だ
っ
た
。
昨
日
練
習
し
た

テ
ン
カ
ラ
で
も
な
く
、
ル
ア
ー
で

も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
映
像
で
見

た
こ
と
し
か
な
い
が
、フ
ラ
イ
を
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
す
る
の
は
最
も
難
度

が
高
い
は
ず
。
焦
る
。
し
か
し
ど

う
や
ら
リ
ー
ル
か
ら
リ
ー
ダ
ー
を

出
し
な
が
ら
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
す

る
の
で
は
な
く
、2
・
5m
く
ら
い

の
竿
と
同
じ
程
度
の
長
さ
ま
で
リ
ー

ダ
ー
を
出
し
、
竿
を
持
つ
右
手
で

そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
固
定
し
て
竿
を

振
る
ら
し
い
。
リ
ー
ル
は
単
な
る

糸
巻
き
で
、
活
躍
す
る
こ
と
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
練
習

し
た
テ
ン
カ
ラ
と
同
じ
仕
組
み
で

何
と
か
な
る
。
歌
野
さ
ん
は
、
リ
ー

ダ
ー
を
固
定
と
言
わ
ず
に
、
ピ
ン

チ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
つ
ま
ん
で

抑
え
る
感
じ
は
確
か
に
固
定
よ
り

も
ピ
ン
チ
の
ほ
う
が
当
て
は
ま
る
。

　

フ
ラ
イ
は
歌
野
さ
ん
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
、
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

蟻
を
模
し
た
も
の
ら
し
い
。
言
わ
れ

て
み
れ
ば
羽
蟻
の
よ
う
に
も
見
え
る

し
、
水
面
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
蟻

も
こ
ん
な
感
じ
か
も
し
れ
な
い
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
手
前
の
流
れ
が
穏

や
か
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

水
深
は
浅
い
も
の
の
小
さ
な
流
れ

込
み
も
あ
り
、
い
か
に
も
魚
が
待
っ

て
い
そ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
木
々
が
邪
魔
に
な
り
、
こ

の
ポ
イ
ン
ト
に
手
前
の
川
岸
か
ら

キ
ャ
ス
ト
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
で
上
流
に
大
き
く
迂
回
し
て
、

歌
野
さ
ん
と
小
生
だ
け
が
川
を
渡

り
、
対
岸
側
か
ら
釣
る
こ
と
に
な

る
（
写
真
4
）。

　

こ
の
渡
河
、
水
深
は
深
く
て
も

30
cm
く
ら
い
だ
が
、
見
た
目
以
上

に
流
速
が
あ
り
、
し
か
も
ウ
ェ
ー

ダ
ー
を
着
て
い
る
の
で
思
っ
た
以

上
に
水
の
抵
抗
が
あ
る
。
川
底
の

石
は
ほ
と
ん
ど
が
拳
未
満
で
あ
る

が
時
々
大
き
な
石
も
あ
る
。
乗
っ

て
し
ま
う
と
不
安
定
な
の
で
注
意

し
よ
う
。
歌
野
さ
ん
の
腰
の
ベ
ル

ト
を
掴
ん
で
、
一
歩
一
歩
恐
る
恐

る
足
を
出
し
渓
流
を
渡
る
。
彼
の

上
流
側
で
も
良
い
が
、
下
流
側
の

乱
流
の
中
の
方
が
水
流
の
抵
抗
が

少
な
く
て
少
し
だ
け
歩
き
や
す
い
。

転
ん
で
ウ
ェ
ー
ダ
ー
に
水
が
入
っ

た
ら
30
cm
の
水
深
で
も
命
が
な
い

と
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
で
、
慎
重

居
士
。
子
供
の
頃
の
川
遊
び
な
ら

ち
ょ
う
ど
嬉
し
い
く
ら
い
の
渓
流

で
あ
っ
て
も
、
日
ご
ろ
身
体
を
鍛

え
て
い
な
い
ジ
ジ
イ
の
川
渡
り
は

要
注
意
で
あ
る
。

　

無
事
に
5
m
く
ら
い
の
川
を
渡

り
、
ポ
イ
ン
ト
付
近
ま
で
戻
る
。

再
び
川
の
中
へ
入
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
中
洲
に
上
陸
。
こ
こ
か
ら
ポ

イ
ン
ト
に
フ
ラ
イ
を
投
げ
る
。
ま

ず
、
歌
野
さ
ん
が
手
本
を
見
せ
て

く
れ
る
。
数
m
先
ま
で
投
げ
て
少

し
流
す
と
、
い
き
な
り
ヒ
ッ
ト
し
た
。

マ
ジ
で
す
か
。
一
投

目
で
す
よ
（
写
真
5
）。

　

15
cm
く
ら
い
の
オ

シ
ョ
ロ
コ
マ
が
難
な

く
釣
り
上
げ
ら
れ
た
。

養
殖
の
オ
シ
ョ
ロ
コ

マ
は
然
別
湖
で
塩
焼

き
を
食
べ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
生
き
て

い
る
天
然
の
オ
シ
ョ

ロ
コ
マ
は
初
め
て
対

面
し
た
。
サ
ケ
マ
ス

系
の
魚
ら
し
い
体
側
の
模
様
が
美

し
い
。
こ
ん
な
魚
が
生
き
て
い
る

ん
だ
ね
。

　

わ
か
り
ま
し
た
か
、
と
言
わ
れ
、

竿
を
渡
さ
れ
る
。
確
か
に
釣
れ
る

と
こ
ろ
は
目
撃
し
た
が
、
わ
か
っ

た
こ
と
は
何
も
な
い
。
見
よ
う
見

ま
ね
で
や
っ
て
み
る
だ
け
で
あ
る
。

緩
や
か
な
流
れ
に
フ
ラ
イ
を
投
げ

て
水
面
に
浮
か
せ
て
流
す
。
と
、

い
き
な
り
魚
が
出
た
。
食
い
つ
い

た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
合
わ
せ

ら
れ
な
い
。
子
供
の
頃
に
、
見
え

る
魚
は
釣
れ
な
い
と
い
う
ゴ
ー
ル

デ
ン
ル
ー
ル
を
会
得
し
た
の
で
、

こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
合
わ
せ
る

よ
り
も
、
向
こ
う
が
食
い
込
む
の

を
待
つ
方
が
得
策
だ
と
決
め
る
。

歌
野
さ
ん
も
大
き
く
合
わ
せ
る
の

で
は
な
く
、
小
さ
い
合
わ
せ
の
方

が
よ
い
と
お
っ
し
ゃ
る
。

　

魚
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
く
わ
え

た
エ
サ
を
飲
み
込
む
よ
り
も
先
に

持
っ
て
い
か
れ
た
の
で
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
。
食
べ
物
か
ど
う
か

く
わ
え
て
様
子
を
見
た
だ
け
な
ら
、

フ
ラ
イ
だ
と
気
が
つ
い
て
離
す
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
魚
が
い

る
こ
と
と
、
フ
ラ
イ
に
出
て
く
る

こ
と
は
わ
か
っ
た
の
で
、
相
当
に

勇
気
づ
け
ら
れ
る
。

　

や
や
上
流
に
移
動
。
二
つ
の
流

れ
が
合
流
し
て
い
る
場
所
の
下
流

で
、
流
れ
が
弱
く
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
キ
ャ
ス
ト
。
歌
野
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
は
ド
ン

ク
サ
イ
魚
で
、
流
れ
が
速
い
場
所

で
は
捕
食
で
き
な
い
た
め
、
流
れ

が
速
く
な
い
よ
ど
み
で
エ
サ
を

待
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
ら
し
い
。

そ
れ
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
流

れ
が
速
い
と
こ
ろ
で
頑
張
っ
て
泳

ぎ
つ
つ
、
水
面
に
エ
サ
が
流
れ
て

き
た
ら
そ
れ
に
飛
び
つ
く
の
で
は

疲
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
よ
ど
み

に
潜
ん
で
エ
サ
を
待
つ
作
戦
の
ほ

う
が
合
理
的
だ
ね
。

　

川
で
の
フ
ラ
イ
の
流
し
方
と
歩

き
方
に
つ
い
て
。
フ
ラ
イ
は
上
流

に
投
げ
て
そ
の
ま
ま
流
す
。
ま
ず
、

手
前
側
の
ル
ー
ト
を
流
し
、
順
に

遠
い
ル
ー
ト
ま
で
3
回
く
ら
い
。

次
に
、
1m
く
ら
い
流
心
に
近
づ

い
て
同
じ
よ
う
に
流
す
。
あ
た
り

が
な
け
れ
ば
、
川
岸
を
上
流
に

1m
く
ら
い
移
動
。
同
じ
動
作
を

繰
り
返
す
。
時
々
、
歌
野
さ
ん
が

フ
ラ
イ
を
確
認
し
て
、
浮
力
を
回

復
さ
せ
る
た
め
の
フ
ロ
ー
タ
ン
ト

を
塗
っ
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
最

初
の
ポ
イ
ン
ト
と
同
じ
で
、
何
度

も
魚
は
出
る
が
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。

フ
ァ
ウ
ル
チ
ッ
プ
は
す
る
が
バ
ッ

ト
に
当
た
ら
な
い
気
分
で
あ
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ル
を
捨
て
て
、
少

し
早
い
目
に
合
わ
せ
て
み
て
も
針

に
は
か
か
ら
な
い
よ
う
だ
。
素
人

に
騙
さ
れ
る
よ
う
で
は
生
き
て
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
澄
ん
だ
水
と

穏
や
か
な
川
の
流
れ
、
そ
の
背
景

に
森
の
緑
、
谷
筋
に
差
し
込
む
明

る
い
陽
光
が
作
る
光
と
影
。
た
い

へ
ん
に
美
し
く
、
心
が
洗
わ
れ
る

こ
と
は
こ
の
こ
と
だ
。

　

し
ば
ら
く
粘
っ
て
み
た
が
釣
り

上
げ
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
た
め
、

ポ
イ
ン
ト
を
移
動
す
る
。
車
に

戻
っ
て
、
数
分
移
動
し
、
橋
の
た

も
と
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
車
を
置

く
。
今
度
は
橋
詰
な
の
で
、
護
岸

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
固

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
斜
面
を

使
っ
て
川
面
に
降
り
る
。
こ
ん
な

山
の
中
ま
で
護
岸
工
事
が
入
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
く
が
、
橋
を
か
け

る
に
は
川
岸
の
補
強
が
必
要
で
、

最
小
限
の
工
事
が
行
わ
れ
た
の
だ

ろ
う
。
結
果
的
に
釣
り
人
は
川
に

ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
っ
た
の
で

助
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
川
幅
10
m
く

ら
い
、
水
深
は
20cm
く
ら
い
だ
ろ

う
か
。
足
元
は
少
し
大
き
め
の
砂

利
石
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
場
所
に

比
べ
る
と
、
川
幅
い
っ
ぱ
い
に
同

じ
よ
う
に
穏
や
か
な
流
れ
が
あ
る
。

上
流
50
m
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
は

自
然
の
滝
と
い
う
か
、
わ
ず
か
な

落
差
が
あ
る
。
道
路
か
ら
す
ご
く

近
い
の
だ
が
、
両
側
か
ら
低
い
森

が
迫
る
一
方
で
、
川
面
に
は
陽
光

が
差
し
込
む
。
美
し
い
流
れ
と
は
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十勝を釣る
北海道の観光　アドベンチャートラベル

写真5　�歌野さんが釣り上げたオショロコマ。小さ
な魚も棲んでいることが、良い川の条件
だという。

写真7　�歌野さんが用意してくれた十勝食
材を使った奥様の手作り弁当。屋
外で食べる弁当の味はまた格別だ。

写真6　�深い森と陽光にきらめく川面。まるで童話の世界のような美しいシチュエーションの中で、無心にキャス
トを繰り返す。何度かアタリはあるものの、タイミングを合わせて釣り上げるのが、思いのほか難しい。
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ヒ
ト
が
関
与
す
る
内
容
と
方
法
に

つ
い
て
の
成
熟
し
た
社
会
的
議
論

が
望
ま
れ
る
。
先
に
書
い
た
ト
ラ

ス
ト
は
そ
の
一
つ
の
あ
り
方
か
も

し
れ
な
い
。
忘
れ
て
は
い
け
な
い

こ
と
は
、
自
然
と
の
関
わ
り
に
は

不
可
逆
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

い
っ
た
ん
失
わ
れ
た
環
境
は
容
易

に
元
に
は
戻
ら
な
い
。

　

2
時
間
弱
の
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
り
、

十
勝
平
野
の
真
ん
中
、
中
札
内
村

に
戻
っ
て
き
た
。
最
近
流
行
の
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
テ
ー
ジ
で
の
宿

泊
を
売
り
物
に
し
て
い
る
「
フ
ェ
ー

リ
エ
ン
ド
ル
フ
」
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
挑
む
。

足
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
に
は
、
何
と
言
っ
て
も
地
域

の
志
と
結
束
が
重
要
で
あ
る
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
る
。

　

こ
の
ダ
ム
遺
構
の
直
下
流
は
開

け
て
い
る
の
で
、
公
園
と
キ
ャ
ン

プ
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
に
は
テ
ン
ト
3
張
り
。

ヒ
グ
マ
は
気
に
な
ら
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
キ
ャ
ン
プ
場
を
管
理
し
て

い
る
「
日
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

実
は
数
年
前
に
コ
テ
ー
ジ
棟
に
宿

泊
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
け
っ
こ

う
豪
華
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
食
べ

た
記
憶
が
あ
る
。
今
回
は
管
理
棟

の
近
く
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
ス
ペ
ー
ス
で
、

豚
肉
、
鶏
肉
、
羊
肉
、
各
種
野
菜

を
焼
い
て
食
べ
る
と
い
う
趣
旨
で

あ
る
。
カ
レ
ー
や
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
も

あ
り
ま
し
た
（
写
真
8
、
9
）。

　

宿
泊
先
は
、
忠
類
の
道
の
駅
に

併
設
さ
れ
た
「
十
勝
ナ
ウ
マ
ン
温

泉
ホ
テ
ル
ア
ル
コ
」
で
あ
る
（
写

真
10
）。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放

し
の
モ
ダ
ン
な
外
観
で
あ
っ
た
が
、

部
屋
は
和
室
で
ち
ょ
っ
と
し
た
意

タ
ー
」
は
日
高
山
地
の
自
然
の
勉

強
に
は
よ
い
。
こ
こ
に
は
、
若
く

し
て
山
中
で
遭
難
し
た
学
生
達
の

記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。
雪
崩
に

巻
き
込
ま
れ
た
北
大
の
パ
ー
テ
ィ
、

ヒ
グ
マ
に
襲
わ
れ
た
福
岡
大
の
パ
ー

テ
ィ
な
ど
。
そ
の
ヒ
グ
マ
の
は
く

製
も
陳
列
し
て
あ
っ
て
、
自
然
を

畏
れ
る
と
い
う
教
訓
を
学
ぶ
こ
と

は
重
要
だ
と
思
う
。
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
と
し
て
は
魅
力
的
な
場
所
で

あ
る
が
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

に
立
ち
寄
っ
て
学
習
し
て
か
ら
キ
ャ

ン
プ
を
し
た
ら
、
夜
通
し
焚
火
で

起
き
て
い
な
い
と
い
け
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

　

せ
っ
か
く
札
内
川
に
来
た
の
で
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
隣
で
は
あ
る
が
、

ル
ア
ー
を
投
げ
て
み
る
こ
と
に
。

札
内
川
ダ
ム
の
放
流
の
影
響
か
、

水
は
笹
濁
り
で
流
量
も
多
い
。
投

げ
て
は
見
た
も
の
の
あ
っ
と
い
う

間
に
ル
ア
ー
が
流
さ
れ
る
。
魚
の

反
応
は
な
い
の
で
、
短
時
間
で
切

り
上
げ
た
。

　

そ
の
後
大
樹
町
の
道
の
駅
へ
。

こ
の
道
の
駅
は
自
動
運
転
の
フ
ィ
ー

ル
ド
実
験
の
基
地
と
し
て
使
わ
れ

た
場
所
で
あ
る
は
ず
だ
が
、ち
ょ
っ

と
手
狭
な
印
象
で
あ
る
。
ロ
ケ
ッ

ト
の
打
ち
上
げ
場
が
あ
っ
た
り
自

動
運
転
の
実
験
を
や
っ
た
り
、
科

学
技
術
に
積
極
的
な
町
の
よ
う
だ
。

　

昼
食
後
、
懲
り
も
せ
ず
に
午
後

も
渓
流
に
出
た
。
大
樹
町
に
は
歴

舟
川
と
い
う
水
質
の
良
い
川
遊
び

で
最
近
売
り
出
し
中
の
大
河
が
流

れ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
適
当
な

釣
り
場
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
大
樹
町
の
南

を
流
れ
る
豊
似
川
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
川
は
大
河
の
支
流

で
は
な
く
、
日
高
山
脈
か
ら
流
れ

出
て
そ
の
ま
ま
太
平
洋
に
注
い
で

ル
を
経
験
し
た
い

と
い
う
旅
行
者
に

は
良
い
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
か
も
し
れ

な
い
。

　

3
日
目
は
曇
天

で
霧
も
出
た
。
ヒ

グ
マ
が
活
動
し
や

す
い
ら
し
い
。
こ

の
よ
う
な
日
で

も
、
札
内
川
ダ
ム

上
流
部
の
駐
車
場

に
は
数
台
の
車
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら

渓
流
に
入
る
と
い

う
様
子
の
単
独
行

の
釣
り
人
の
姿
も

あ
っ
た
。

　

札
内
川
ダ
ム
の

直
下
流
に
ピ
ョ
ウ

タ
ン
の
滝
が
あ
る
（
写
真
11
）。
滝

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
ダ
ム
の
堰

堤
の
遺
構
で
あ
る
。
看
板
の
説
明

文
に
よ
れ
ば
、
昭
和
20
年
代
の
後

半
に
、
地
域
の
農
家
6
6
0
世
帯

に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的

に
有
志
が
出
資
し
て
建
設
し
た
農

協
ダ
ム
で
、
昭
和
29
年
に
完
成
し

た
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
年
の

大
洪
水
で
、
ダ
ム
が
土
砂
に
埋
ま

り
使
え
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
関
係
者
の
無
念

い
る
。

　

ヒ
グ
マ
が
出
る
か
も
と
い
う
こ

と
で
、
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
、ナ

イ
フ
、鈴
を
装
着
。
最
初
に
入
ろ

う
と
し
た
橋
の
た
も
と
の
ポ
イ
ン

ト
に
は
先
客
が
あ
り
、
別
の
橋
に

移
動
。
橋
脚
の
端
か
ら
河
原
に
降

り
て
、
小
さ
な
流
れ
を
渡
っ
て
ポ

イ
ン
ト
に
着
く
。

　

ま
ず
は
テ
ン
カ
ラ
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
魚
は
出
て
く
る
が
食
い
つ
く

気
配
は
な
い
。
そ
れ
に
魚
体
は
小

さ
そ
う
で
、
毛
鉤
の
ほ
う
が
魚
の

口
よ
り
も
大
き
く
、
針
に
は
か
か

ら
な
い
か
も
。
そ
こ
で
、
エ
サ
釣

り
に
変
更
。
エ
サ
は
ブ
ド
ウ
虫
。

エ
サ
で
釣
れ
な
い
な
ら
ど
う
し
よ

う
も
な
い
。
何
が
何
で
も
釣
る
姿

勢
で
あ
る
。
釣
り
方
は
脈
釣
り
で
、

エ
サ
を
自
然
に
流
し
て
目
印
で
ア

タ
リ
を
取
る
。

　

さ
す
が
に
生
き
餌
の
威
力
は
絶

大
で
、
約
10
cm
く
ら
い
、
天
ぷ
ら

サ
イ
ズ
の
ヤ
マ
メ
を
釣
り
上
げ
る

（
写
真
12
）。
釣
っ
た
と
言
う
よ
り
、

釣
れ
た
と
言
う
感
じ
。
大
き
く
な

る
こ
と
を
祈
っ
て
リ
リ
ー
ス
す
る
。

ヒ
グ
マ
に
も
会
わ
ず
、
怪
我
も
な

く
、
本
日
の
釣
り
を
終
了
。
釣
果

1
匹
。

　

ナ
ウ
マ
ン
温
泉
に
戻
り
、
2
泊

目
は
ホ
テ
ル
の
コ
ー
ス
夕
食
を
い

た
だ
く
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
よ
う

に
同
情
す
る
。

　

電
力
会
社
や
政
府
に
頼
ら
な
い

で
、
地
域
が
自
前
の
電
力
を
確
保

し
よ
う
と
し
た
十
勝
人
の
気
概
は

尊
敬
に
値
す
る
。
最
近
で
こ
そ
太

陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
方
法
に
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
た
が
、
そ

れ
を
地
域
の
中
で
活
か
す
、
い
わ

ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
試

み
は
限
定
的
で
あ
る
。
ピ
ョ
ウ
タ

ン
の
滝
の
歴
史
を
知
る
と
、
地
域

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自

な
和
食
の
よ
う
な
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
。

ゆ
り
根
が
忠
類
の
名
物
食
材
ら
し

い
。
料
理
を
サ
ー
ブ
し
て
く
れ
た

担
当
者
が
個
性
的
で
印
象
に
残
っ

た
。
温
泉
で
温
ま
っ
て
就
寝
。

最
終
日
も
川
へ

　

最
終
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
た
。

こ
の
日
も
飽
き
ず
に
川
を
見
に
行
く
。

ま
ず
、
札
内
川
上
流
域
の
岩
内
渓

谷
で
あ
る
。
往
路
の
A
I
R
D
O

の
機
内
誌
で
見
た
そ
の
渓
谷
に
行

く
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
予
想
し
な

か
っ
た
。
こ
こ
は
渓
谷
と
呼
ば
れ

て
い
る
割
に
は
開
け
た
土
地
で
、

キ
ャ
ン
プ
場
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

対
岸
の
管
理
棟
に
は
人
道
橋
の
つ

り
橋
を
使
う
と
す
ぐ
に
行
け
る
が
、

車
で
行
く
に
は
相
当
の
迂
回
が
必

要
で
、
か
な
り
の
山
道
を
走
ら
な

い
と
辿
り
着
け
な
い
。
知
ら
な
い

と
躊
躇
す
る
ほ
ど
の
オ
フ
ロ
ー
ド

の
山
道
で
あ
る
。

　

シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
で
、
管
理

棟
か
ら
出
て
き
た
お
じ
さ
ん
が
会

話
を
か
わ
す
ヒ
ト
は
1
日
に
何
人

も
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
管

理
人
に
よ
れ
ば
、
夏
に
ニ
ジ
マ
ス

な
ど
を
7
0
0
匹
ほ
ど
放
流
し
た

が
、
今
は
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

上
流
に
三
菱
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
が

あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
は
良
い
釣
り

写真12　�十勝に流れる個性豊かな川でテンカラ釣り、フライフィッシング、ルアーフィッシング、エ
サ釣りにチャレンジ。最後にヤマメをヒットさせてキャッチ＆リリース。

写真8.9　�肉はもちろん、長イモやトウモロコシなど十勝産の野菜も旨い。BBQ
コンロで食材を焼きながら、今日の釣行の話に花が咲く。

外
性
が
あ
る
。
風
呂
は
冷
泉
を
わ

か
し
た
ぬ
め
り
の
あ
る
ア
ル
カ
リ

泉
で
疲
労
回
復
に
は
効
果
が
あ
り

そ
う
だ
。
右
膝
の
痛
み
が
と
れ
る

こ
と
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

3
日
目
も
釣
る

　

本
番
を
終
え
て
十
勝
3
日
目
の

朝
を
迎
え
た
。
前
日
は
右
膝
痛
で

階
段
の
上
り
下
り
も
厳
し
か
っ
た

が
一
定
程
度
は
復
活
し
た
よ
う
だ
。

　

少
し
ゆ
っ
く
り
し
て
か
ら
、
札

内
川
本
流
を
見
に
行
っ
た
。
札
内

川
は
や
は
り
ア
イ
ヌ
語
で
、
乾
く

川
と
い
う
意
味
ら
し
い
。

渇
水
期
に
は
流
れ
が
枯
れ
、

流
域
の
一
部
で
は
川
底
が

顔
を
出
す
。
そ
の
反
面
、

増
水
期
に
は
川
は
暴
れ
、

何
度
も
氾
濫
を
繰
り
返
し

て
き
て
い
る
。
増
水
期
の

治
水
と
渇
水
期
の
利
水
を

目
的
に
建
設
さ
れ
た
の
が

札
内
川
ダ
ム
で
あ
る
。
巨

大
な
重
力
式
多
目
的
ダ
ム

で
、
ダ
ム
サ
イ
ト
か
ら
上

流
部
の
流
れ
込
み
ま
で
相

当
の
距
離
を
走
る
。
そ
の

道
路
は
2
車
線
で
あ
る
が
、

ト
ン
ネ
ル
の
ほ
と
ん
ど
は

節
約
の
た
め
か
消
灯
し
て

い
る
。
真
っ
暗
な
ト
ン
ネ

写真10　pH9.5のアルカリ性単純温泉の柔らかいお湯が疲れを取ってくれる。

特集3  フィッシング  基調レポート 

十勝を釣る

写真11　�土砂で埋没したダムが滝となり「ピョウタンの滝」と名付けられた。札内川の
清流を集めて10メートルの落差で流れ落ちるさまは観光客にも人気のス
ポットになっている。

北海道の観光　アドベンチャートラベル
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場
で
、
淵
に
は
尺
を
超
え
る
大
物

が
泳
い
で
い
る
の
が
目
視
で
き
る
。

た
だ
、
そ
の
奥
は
ヒ
グ
マ
の
巣
で
、

昼
間
で
も
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る

と
の
こ
と
。
ヒ
グ
マ
が
ヒ
ト
か
ら

魚
を
守
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

釣
り
は
や
め
て
渓
谷
を
見
る
だ

け
に
す
る
。
水
清
ら
か
で
滝
も
流

れ
込
み
よ
い
渓
相
で
あ
る
。
放
流

さ
れ
た
魚
か
、
も
と
も
と
住
む
巨
大

魚
か
、
何
か
は
釣
れ
た
か
も
し
れ
な

い
ね
。
ヒ
グ
マ
に
会
う
前
に
退
散

す
る
。

　

帰
路
の
飛
行
機
の
時
間
を
見
な

が
ら
、
更
別
村
で
ラ
ン
チ
。
再
び

町
食
堂
。
オ
ム
ラ
イ
ス
を
注
文
、

良
い
味
で
し
た
。
十
勝
南
部
の
町

食
堂
の
レ
ベ
ル
は
高
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

14
時
に
空
港
ま
で
送
っ
て
も

ら
っ
て
解
散
。

　

往
路
と
同
じ
3
F
に
座
り
、
眼

下
の
十
勝
平
野
と
日
高
山
脈
を
楽

し
む
。
日
高
か
ら
流
れ
出
る
歴
舟

川
、
豊
似
川
に
別
れ
を
告
げ
る
。

襟
裳
岬
を
遠
望
す
る
頃
、
十
勝
の

旅
は
夢
の
旅
と
な
っ
た
。

高
速
道
路
を
使
っ
た
釣
り

　

十
勝
平
野
は
広
い
。
広
大
な
平

原
が
広
が
っ
て
い
る
。
平
原
と
い

う
よ
り
も
緩
や
か
な
丘
が
果
て
し

な
く
連
な
る
と
い
う
表
現
が
合
う

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
丘
の
中
を
川

が
流
れ
る
。そ
れ
が
十
勝
川
。こ
の

川
の
流
域
が
凄
ま
じ
く
広
い
。
流

域
面
積
は
約
９
０
０
０
㎢
で
、
全

国
の
河
川
の
中
で
も
6
位
の
広
さ
を

誇
る
。
ど
れ
く
ら
い
広
い
の
か
と
い

う
と
、
首
都
圏
の
東
京
都
（
約
２

２
０
０
、
以
下
単
位
は
㎢
）、
神
奈

川
県
（
約
２
４
０
０
）、
埼
玉
県
（
約

３
８
０
０
）
を
足
し
て
も
、
十
勝
川

の
流
域
面
積
に
及
ば
な
い
。
十
勝

川
は
十
勝
総
合
振
興
局
、
い
わ
ゆ

る
十
勝
地
方
の
9
割
を
カ
バ
ー
し

て
お
り
、
十
勝
に
降
っ
た
雨
は
ほ

ぼ
全
て
十
勝
川
に
流
れ
て
太
平
洋

ま
で
運
ば
れ
る
と
も
言
え
る
。
十

勝
川
の
流
域
で
は
な
い
十
勝
は
南

西
部
に
限
ら
れ
、
歴
舟
川
、
豊
似

川
な
ど
が
日
高
山
脈
の
谷
か
ら
流

れ
出
て
そ
の
ま
ま
太
平
洋
に
注
い

で
い
る
。

　

釣
り
に
入
っ
た
川
は
、
初
日
の

練
習
場
所
で
あ
っ
た
戸
蔦
別
川
、

2
日
目
の
本
番
で
入
っ
た
十
勝
川

東
部
の
支
流
、
3
日
目
に
ダ
ム
を
見

に
行
っ
た
札
内
川
本
流
の
上
流
部
、

そ
の
午
後
に
エ
サ
釣
り
を
試
み
た

豊
似
川
、
最
終
日
に
A
I
R
D
O

の
機
内
誌
に
紹
介
の
あ
っ
た
岩
内

川
で
あ
る
。

　

こ
れ
だ
け
の
広
大
な
エ
リ
ア
を

移
動
す
る
と
そ
の
距
離
も
相
当
に

長
い
。
帯
広
を
起
点
に
し
た
場
合
、

南
西
部
の
中
札
内
村
ま
で
30
km
、

さ
ら
に
南
の
大
樹
町
の
中
心
部
ま

で
30
km
で
あ
る
。
渓
流
に
入
る
に

は
さ
ら
に
10
km
は
山
に
近
づ
か
な

い
と
い
け
な
い
。
帯
広
か
ら
十
勝

東
部
へ
向
か
い
90
km
で
、
さ
ら
に

山
中
の
釣
り
場
ま
で
10
km
は
入
る

だ
ろ
う
。
東
京
の
中
心
部
に
ベ
ー

ス
を
置
い
て
、
神
奈
川
西
部
の
箱

根
で
釣
っ
た
り
、
埼
玉
西
部
の
荒

川
上
流
で
釣
る
と
思
え
ば
よ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
移
動
を
伴
う
釣
り

は
、
高
速
道
路
な
し
に
は
不
可
能

で
あ
る
。
幸
い
に
も
十
勝
平
野
を

東
西
に
高
速
の
道
東
道
が
横
断
し

て
お
り
、
南
北
方
向
の
移
動
に
は

高
速
の
広
尾
道
を
使
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
2
日
目

の
朝
は
帯
広
中
心
部
〜
川
西
I
C

〜
十
勝
東
部
と
移
動
し
て
釣
り
場

に
入
り
、
そ
こ
か
ら
中
札
内
村
〜

大
樹
町
（
忠
類
）
と
移
動
し
て
宿

に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
往
路
、

帰
路
と
も
走
行
距
離
は
そ
れ
ぞ
れ

1
5
0
km
を
超
え
る
と
思
わ
れ
る

が
、
高
速
道
路
の
お
か
げ
で
ほ
ぼ

2
時
間
で
移
動
し
て
い
る
。

　

本
格
的
な
渓
流
釣
り
は
、
車
を

置
い
て
か
ら
山
奥
深
く
ま
で
相
当

に
歩
く
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今

回
の
釣
り
場
は
、
道
路
か
ら
近
い

場
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
道
路
も
道

道
や
市
町
村
道
で
あ
っ
た
と
思
う

が
、
す
れ
違
い
可
能
な
立
派
な
二

車
線
の
道
路
で
、
未
舗
装
の
山
道

で
は
な
い
。
十
勝
は
ヒ
グ
マ
の
生

息
密
度
が
濃
い
の
で
、
山
の
中
ま

で
分
け
入
る
の
は
危
険
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
し
、
山
の
中
ま
で
入
ら

な
く
て
も
良
い
釣
り
場
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
も
言
え
る
。
道
路
脇
や

橋
詰
の
駐
車
可
能
な
場
所
に
車
を

置
い
て
川
に
入
り
、
し
ば
ら
く
川

を
遡
っ
て
釣
っ
た
ら
ま
た
車
に
戻
り
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
移
動
す
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
の
釣
り
も
で
き
る
。

そ
の
気
に
な
れ
ば
、
午
前
中
に
十

勝
平
野
の
東
北
の
端
で
釣
っ
た
後
、

高
速
道
路
で
十
勝
の
西
南
の
端
ま

で
1
5
0
km
ほ
ど
移
動
し
て
釣
り

糸
を
垂
れ
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
。
高
速
道
路
と
地
方
道
が
整

備
さ
れ
て
い
て
こ
そ
の
十
勝
の
釣

り
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

高
速
道
路
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が
、
地
方
道
の
維
持
管
理

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
釣
り
場

に
向
か
う
道
路
で
も
舗
装
路
面
に

ク
ラ
ッ
ク
の
目
立
つ
道
路
は
少
な

く
な
い
。
冬
季
に
凍
結
と
融
解
が

繰
り
返
さ
れ
て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
打
ち
継
ぎ
目
が
割
れ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
割
れ
目
に
土
が
入
り
、

そ
こ
に
雑
草
が
生
え
て
さ
ら
に
割

れ
目
が
広
が
る
と
い
う
悪
循
環
に

入
り
か
け
て
い
る
。
大
袈
裟
で
は

な
く
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
地
方
道

が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
放

置
し
て
お
く
と
あ
と
数
年
の
う
ち

に
舗
装
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
定
期
的
な
舗
装
の
打

ち
替
え
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
の
維
持
管
理
費
は
確
保
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
道
の
全

て
を
良
好
に
維
持
す
る
の
が
困
難

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
道
路
網
の

機
能
が
確
保
で
き
る
よ
う
な
路
線

を
限
定
し
た
維
持
管
理
方
策
を
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

余
談
に
な
る
が
、
英
国
で
は
産

業
革
命
に
よ
り
都
市
に
集
中
し
た

労
働
者
が
、
整
備
さ
れ
た
鉄
道
を

使
っ
て
郊
外
で
余
暇
を
楽
し
む
よ

う
に
な
り
、
ゴ
ル
フ
場
も
鉄
道
線

路
の
脇
に
開
発
さ
れ
た
。
そ
の
当

時
か
ら
存
在
す
る
い
わ
ゆ
る
名
門

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
横
に
鉄
道
線
路

が
あ
り
、
そ
こ
に
打
ち
込
む
と

O 

B
（out of bounds

）
で
あ
る

ケ
ー
ス
を
た
ま
に
目
に
す
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
と
は
言
わ

な
い
が
、
高
速
道
路
と
良
好
な
地

方
道
が
釣
り
を
含
む
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
活
動
領
域
の

広
が
り
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
確

か
だ
ろ
う
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
釣
り

が
意
外
な
と
こ
ろ
で
結
び
つ
い
た
。

北海道の観光　アドベンチャートラベル

エ
ピ
ロ
ー
グ

シ
ー
ズ
ン
も
景
色
が
素
晴
ら
し
く

て
、
そ
の
時
期
ば
か
り
訪
れ
る
人

も
い
ま
す
。
十
勝
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
贅
沢
な
時
間
、
自
分
に
と
っ
て

最
高
の
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
可
能
性
は

豊
か
な
自
然
が
あ
って
こ
そ

─
─ 

利
用
者
の
客
層
は
、
ど
の
よ

う
な
方
々
が
多
い
で
し
ょ
う
？

　

東
京
な
ど
道
外
在
住
の
男
性
、

海
外
で
は
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
英
語
圏
の
方
が
多
い

で
す
。
日
本
人
の
顧
客
は
経
営
者
、

医
者
、
教
授
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
富

裕
層
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
で
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

が
ど
ん
な
釣
り
を
し
た
い
の
か
、

ま
た
経
験
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か

な
ど
、
意
思
疎
通
を
徹
底
的
に
図

り
ま
す
。
ま
た
当
日
や
近
々
の
天

候
で
川
の
状
況
は
変
わ
る
の
で
、

　

釣
り
専
門
誌
の
編
集
デ
ス
ク
と

し
て
、
世
界
各
地
の
釣
り
や
フ
ィ
ー

ル
ド
、
ア
ン
グ
ラ
ー
を
取
材
し
て

き
た
歌
野
氏
。
そ
の
豊
富
な
経
験

と
知
識
を
基
に
２
０
１
２
年
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ガ
イ

ド
に
転
身
。
拠
点
を
置
く
十
勝
の

河
川
は
も
ち
ろ
ん
道
内
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
情
報
量
と
、
世
界
で
培
っ

た
知
見
を
持
つ
歌
野
氏
に
、
北
海

道
の
釣
り
の
魅
力
や
現
場
で
感
じ

て
い
る
課
題
を
伺
っ
た
。

そ
の
場
そ
の
場
で
の
対
応
力
、
応

用
力
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

─
─ 

海
外
で
の
経
験
で
感
銘
を
受

け
た
こ
と
や
見
習
う
べ
き
点
は
？ 

ま
た
国
内
、
道
内
と
の
違
い
が
あ

れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

世
界
に
比
べ
て
、
子
ど
も
の
自

然
教
育
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
本
当

の
自
然
を
ち
ゃ
ん
と
教
え
て
い
く

こ
と
は
、
環
境
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
お
い

て
は
、
北
海
道
の
ガ
イ
ド
は
ア
メ

リ
カ
ば
か
り
を
見
て
い
る
気
が
し

ま
す
。
世
界
の
釣
り
に
は
も
っ
と

色
々
な
や
り
方
や
楽
し
ま
せ
方
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
で
、

ガ
イ
ド
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

き
る
部
分
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

─
─ 

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル

の
中
で
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
可
能

性
と
、
課
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

取
材
で
得
た
経
験
を
活
か
し

大
好
き
な
釣
り
の
世
界
へ

─
─ 

広
大
な
北
海
道
に
は「
釣
り
」に

適
し
た
土
地
が
無
数
に
あ
り
ま
す
が
、

十
勝
に
拠
点
を
置
い
た
理
由
は
？

　

ま
ず
、
川
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
多
く
の
種
の
鮭
鱒
類

が
い
る
こ
と
で
す
。
た
だ
十
勝（
中

札
内
）
に
拠
点
は
置
い
て
ま
す
が
、

ガ
イ
ド
す
る
場
所
は
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
希
望
で
北
海
道
中
ど
こ
で
も

対
応
し
ま
す
。
こ

こ
は
空
港
が
近
く
、

高
速
道
路
も
通
っ

て
い
て
道
内
各
地

へ
車
で
向
か
う
に

も
、
ア
ク
セ
ス
は

便
利
で
、
気
候
的

に
も
過
ご
し
や
す

く
四
季
折
々
の
自

然
を
体
中
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
秋
の
紅
葉

　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
や
ア
ウ
ト
ド
ア

サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
す
べ
て
の
可

能
性
は
、
自
然
環
境
次
第
で
す
。

ダ
ム
に
よ
る
下
流
域
の
河
床
低
下
、

河
岸
崩
壊
、
河
畔
林
の
皆
伐
、
土

砂
の
発
生
…
…
。
泥
水
が
流
れ
る

川
に
生
物
は
す
め
ま
せ
ん
。
大
規

模
な
工
事
に
よ
る
環
境
改
変
は
大

き
な
課
題
で
す
。
河
川
を
は
じ
め

と
す
る
自
然
と
の
向
き
合
い
方
を
、

も
っ
と
深
く
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

世
界
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
得
た
経
験
と
知
識
で

完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ガ
イ
ド
を
催
行

ポ
ロ
シ
リ
フ
ラ
イ
ズ
＆
ガ
イ
ド

特
集
3  

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

事例紹介

01

ポロシリフライズ＆ガイド
代表

歌野 タケシ

フライフィッシングの魅力を「魚に関わる多くの自然
現象をカバーできること」と歌野氏。四季折々の自然
を体中で感じることができる。

ポロシリフライズ＆ガイド
●2012年設立
中札内村に拠点を置くフィッシングガイド・サ
ービス。専門はフライフィッシングだが、顧客
の要望に合わせフレキシブルに対応。オーダ
ーメイドで満足度の高い体験を提供する。
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場
で
リ
リ
ー
ス
、
釣
り
竿
は
一
人

１
本
、
カ
エ
シ
な
し
の
シ
ン
グ
ル

フ
ッ
ク
を
使
用
、
と
い
っ
た
ル
ー

ル
を
設
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

あ
く
ま
で
も
協
力
を
お
願
い
す
る

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。
活
動
を

続
け
て
き
た
こ
と
で
渚
滑
川
で
の

釣
り
に
対
す
る
考
え
方
、
釣
り
人

事
態
の
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

─
─ 

日
本
各
地
で
も
Ｃ
＆
Ｒ
が
広
が

り
ま
す
が
、
地
元
の
反
応
な
ど
は
？

扇
谷　

当
初
は
地
元
で
も
な
か
な

か
理
解
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

「
魚
を
放
し
て
も
、
ど
う
せ
死
ぬ

だ
ろ
う
」
と
い
う
の
が
一
般
的
な

考
え
で
し
た
が
、
私
た
ち
は
タ
グ

を
打
っ
て
追
跡
す
る
個
体
識
別
調

査
な
ど
を
通
じ
て
、
Ｃ
＆
Ｒ
の
有

効
性
を
実
証
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
世
間
的
に
も
ス
ポ
ー

ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
普
及
す
る
中
で
、

宿
泊
客
が
増
え
る
と
い
っ
た
地
元

経
済
へ
の
貢
献
も
徐
々
に
目
に
見

え
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
地
元

の
方
々
か
ら
も
か
な
り
の
協
力
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

釣
り
人
が
増
え
て
一
番
困
る
の

は
車
の
問
題
な
ん
で
す
が
、
最
初

は
我
々
の
活
動
が
釣
り
人
や
地
域

の
住
民
に
浸
透
し
き
れ
て
お
ら
ず
、

車
を
私
有
地
や
牧
草
地
に
停
め
て

し
ま
う
人
も
い
た
り
し
て
。
農
家

さ
ん
か
ら
す
れ
ば
、
町
が
こ
ん
な

条
例
を
定
め
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ

た
り
も
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
駐
車

場
を
確
保
し
、
看
板
な
ど
も
設
置

し
て
徹
底
的
に
周
知
し
よ
う
と
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
努
力
と
釣
り
人
た

ち
の
マ
ナ
ー
向
上
も
あ
り
、
今
で

は
私
有
地
で
も
使
っ
て
い
な
い
ス

ペ
ー
ス
を
駐
車
場
と
し
て
貸
し
て

く
れ
る
方
や
、
車

が
停
め
や
す
い
よ

う
に
草
を
刈
っ
て

お
い
た
ぞ
と
声
を

掛
け
て
頂
い
た
り
、

地
元
に
浸
透
し
て

き
た
な
っ
て
感
が

あ
り
ま
す
。

─
─ 

ど
の
く
ら
い

の
釣
り
人
が
渚
滑

川
を
訪
れ
て
い
ま

　
釣
り
上
げ
た
魚
を
生
か
し
た
ま

ま
放
流
す
る
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド

リ
リ
ー
ス
（
以
下
、
Ｃ
＆
Ｒ
）」

を
国
内
で
い
ち
早
く
導
入
し
、
フ

ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
聖
地
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
渚
滑

川
。
そ
の
清
流
が
流
れ
る
滝
上
町

で
Ｃ
＆
Ｒ
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の

普
及
啓
発
を
長
年
続
け
て
き
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

渚
滑
川
と
ト
ラ
ウ

ト
を
守
る
会
」
を
訪
ね
、
理
事
の

３
人
に
お
話
を
伺
っ
た
。

目
指
し
た
の
は

釣
り
人
の
夢
づ
く
り

─
─ 

ま
ず
は
渚
滑
川
で
Ｃ
＆
Ｒ
を

取
り
入
れ
た
き
っ
か
け
か
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

橋
本　

昭
和
40
年
代
の
話
に
な
り

ま
す
が
、
当
時
私
は
滝
上
町
の
役

場
に
勤
め
て
い
て
、
観
光
振
興
に

も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
昔
か
ら

釣
り
人
に
人
気
の
川
で
し
た
が
、

す
か
。

扇
谷　

あ
く
ま
で

釣
り
客
と
思
わ
れ

る
車
の
台
数
か
ら

の
推
計
で
す
が
、

Ｃ
＆
Ｒ
区
間
で
釣

り
が
で
き
る
５
月

か
ら
11
月
末
ま
で

で
、
５
０
０
０
人

か
ら
６
０
０
０
人

が
入
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
の
3
分
の
1

位
が
道
外
か
ら
の
釣
り
人
だ
と
思

い
ま
す
。
地
元
ホ
テ
ル
へ
の
釣
り

客
の
宿
泊
は
年
間
１
０
０
人
程
度
。

こ
の
ほ
か
に
釣
り
具
メ
ー
カ
ー
が

主
催
す
る
ツ
ア
ー
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

釣
り
文
化
を
守
り
な
が
ら

新
た
な
マ
ナ
ー
の
発
信
を

─
─ 

現
在
の
活
動
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

扇
谷　

ト
ラ
ウ
ト
ダ
ー
ビ
ー
や

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
、
子

ど
も
た
ち
の
釣
り
体
験
と
い
っ
た

啓
蒙
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ま
た
年

間
10
組
程
度
で
す
が
、
釣
り
の
ガ

イ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
５
月
か
ら
11
月
ま
で
は
釣
り

場
監
視
員
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、

案
内
板
の
設
置
や
駐
車
場
の
管
理
、

エ
サ
釣
り
が
ほ
と
ん
ど
。
バ
ブ
ル
期

の
ブ
ー
ム
の
頃
に
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
釣
り
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
事
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

エ
サ
釣
り
の
人
は
、
日
帰
り
で

食
事
な
ど
も
持
参
す
る
人
が
多
く
、

地
域
や
商
店
街
の
振
興
に
も
繋
が

り
に
く
い
状
態
が
続
い
て
い
た
の

で
、
川
や
魚
の
環
境
を
保
持
し
つ

つ
、
釣
り
客
の
誘
致
を
図
れ
な
い

か
と
模
索
す
る
中
で
、
Ｃ
＆
Ｒ
の

考
え
方
が
海
外
で
普
及
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

河
川
の
清
掃
ま
で
、
釣
り
場
環
境

の
整
備
も
「
守
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

冨
山　

若
い
年
代
の
人
に
も
活
動

に
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
会

員
の
高
齢
化
が
目
立
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
。
若
い
世
代
に
渚
滑
川

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

彼
ら
の
子
た
ち
が
釣
り
を
覚
え
て

入
っ
て
き
て
く
れ
れ
ば
一
番
良
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─ 

釣
り
人
に
と
っ
て
渚
滑
川
の

魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

冨
山　

護
岸
な
ど
の
構
造
物
が
少

な
い
と
こ
ろ
が
渚
滑
川
の
魅
力
の

ひ
と
つ
で
す
。
本
州
か
ら
来
る
皆

さ
ん
は
、
北
海
道
ら
し
い
手
つ
か

ず
の
自
然
の
川
で
釣
り
を
楽
し
み

た
い
と
い
う
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
水
生
生
物
を
観
察
し
て
み
る

と
、
カ
ゲ
ロ
ウ
類
や
カ
ワ
ゲ
ラ
類

が
豊
富
に
生
息
し
て
い
て
、
最
近

　

そ
こ
で
１
９
９

５
年
、「
渚
滑
川

と
ト
ラ
ウ
ト
を
守

る
会
」
の
立
ち
上

げ
と
合
わ
せ
て
、

町
が
渚
滑
川
の
下

流
域
８
km
を
「
魚

族
保
護
調
査
区

域
」
と
位
置
づ
け
、

国
内
で
初
め
て
Ｃ

＆
Ｒ
の
徹
底
を
図

る
こ
と
に
。
こ
れ
が
「
釣
り
人
の

夢
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
た
取

り
組
み
の
第
一
歩
で
す
。

─
─ 

そ
の
後
、
Ｃ
＆
Ｒ
区
間
は
30
km

ま
で
延
長
、
さ
ら
に
は
条
例
も
制

定
さ
れ
ま
す
ね
。

橋
本　

滝
上
町
で
は
２
０
０
９
年

に
「
滝
上
町
渚
滑
川
魚
族
保
護
の

た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー

ス
条
例
」
を
定
め
、
よ
り
強
力
に

Ｃ
＆
Ｒ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。「
渚
滑
川
の
決
ま
り
ご

と
」
と
し
て
、
魚
は
釣
っ
た
そ
の

渚し
ょ

滑こ
つ

川
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
区
間

フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
あ
こ
が
れ
の
川
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

渚
滑
川
と
ト
ラ
ウ
ト
を
守
る
会

特
集
3  

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

事例紹介

02

は
ヤ
マ
セ
ミ
も
増
え
て
い
ま
す
ね
。

水
質
的
に
も
良
好
で
す
。

─
─ 
最
後
に
今
後
の
目
標
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

扇
谷　

二
十
数
年
前
に
Ｃ
＆
Ｒ
を

導
入
し
、
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か

げ
で
、
渚
滑
川
の
環
境
は
守
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
た
だ
人
が
増
え
れ

ば
、
釣
り
場
を
分
け
合
う
必
要
も

出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
「
釣
り
人

同
士
で
ひ
と
声
か
け
合
う
」
と

い
っ
た
基
本
的
な
部
分
を
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
、
新
た
な
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
渚
滑
川
か
ら
発
信
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
に

わ
た
っ
て
気
持
ち
よ
く
釣
り
を
楽

し
む
た
め
に
も
、
釣
り
人
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
川
と
魚
を
守
る
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

NPO法人 渚滑川とトラウトを守る会
●1995年に任意団体として発足
渚滑川の下流域8kmを国内で初めて「キャ
ッチアンドリリース区域」に設定し、釣りの体
験観光の振興や環境保全に取り組む。
2003年にNPO法人化し会員数は約120人。

理事長

扇谷 勝

副理事長

冨山 光太郎

副理事長

橋本 収

北海道の観光　アドベンチャートラベル

右　　　�渚滑川／天塩岳に源を発し、オ
ホーツク川に注ぐ、総延長84kmの
一級河川。2019年には国土交通
省による「水質が最も良好な河
川」に初選出。橋の上から魚影が
目視できるほどの透明度を誇る。

左上下　�案内看板や駐車場は「渚滑川とト
ラウトを守る会」が整備したもの。
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れ
て
い
る
川
は
、
世
界
的
に
も
貴

重
だ
と
思
い
ま
す
。
マ
ス
類
は
水

温
が
低
い
と
こ
ろ
を
好
む
の
で
、

緯
度
の
高
さ
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す

し
、
人
が
少
な
い
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス

（
原
生
地
域
）
な
環
境
が
残
る
道

北
は
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
。

　

天
塩
川
は
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

が
最
後
に
行
き
着
く
よ
う
な
理
想

の
川
。
経
験
が
長
い
人
ほ
ど
、
ダ

ブ
ル
ハ
ン
ド
の
フ
ラ
イ
ロ
ッ
ド
を

思
い
切
り
振
っ
て
、
大
物
の
イ
ト

ウ
や
ニ
ジ
マ
ス
を
釣
っ
て
み
た
い

と
思
う
は
ず
で
す
。

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
図

書
館
で
本
を
借
り
て
独
学
で
勉
強

し
て
、
い
よ
い
よ
初
挑
戦
。
釣
り

場
で
ラ
イ
ン
結
び
に
苦
戦
し
て
い

る
と
通
り
す
が
り
の
お
じ
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
日
の
終
わ
り
に
、
そ
の
人
と

ま
た
す
れ
違
っ
た
ら
「
ま
だ
や
っ

て
た
の
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

て
。
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
こ

れ
が
最
後
と
思
っ
て
キ
ャ
ス
ト
し

た
と
こ
ろ
、
23
cm
の
ヤ
マ
メ
が
釣

れ
た
ん
で
す
よ
。
も
う
細
胞
が
沸

き
立
つ
よ
う
な
感
動
を
覚
え
て
。

─
─ 「
最
初
の
一
匹
」
の
印
象
が
強

烈
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

す
っ
か
り
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
、

静
岡
県
掛
川
市
の
原
野
谷
川

キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
区
間

の
設
立
に
尽
力
し
た
フ
ラ
イ
タ
イ

ヤ
ー
の
河
合
宏
一
さ
ん
で
し
た
。

─
─ 

フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
魅
力

は
？

　
中
川
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

で
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
す
る
野
中
豪

氏
は
、
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の

ガ
イ
ド
を
請
け
負
う
個
人
事
務
所

を
立
ち
上
げ
、
道
北
エ
リ
ア
を
中

心
に
少
人
数
の
釣
行
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
。
国
内
外
で

の
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、
釣
り

を
通
し
て
北
海
道
ら
し
い
自
然
体

験
を
提
供
す
る
野
中
氏
に
、
こ
れ

ま
で
の
歩
み
や
ガ
イ
ド
活
動
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

─
─ 

ガ
イ
ド
の
仕
事
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

料
金
は
１
日
１
名
6
万
円
、
２

名
で
8
万
円
、
３
名
で
10
万
２
０

０
０
円
。「
東
京
か
ら
２
名
で
来

て
４
日
間
」
あ
た
り
が
最
も
多
い

釣
行
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
し
ょ
う

か
。
や
は
り
お
金
と
時
間
に
余
裕

の
あ
る
方
が
中
心
で
す
ね
。

　

ガ
イ
ド
の
仕
事
は
安
全
確
保
が

第
一
。
釣
り
た
い
気
持
ち
が
先
行

す
る
と
無
理
を
し
て
し
ま
い
が
ち

な
の
で
、
そ
の
日
の
体
調
や
足
さ

ば
き
、
休
憩
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も

気
を
配
っ
て
、
柔
軟
に
ポ
イ
ン
ト

や
ル
ー
ト
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
事
前
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
釣
り
が

し
た
い
の
か
、
手
堅
く
釣
果
を
求

め
る
の
か
。
普
段
は
ど
う
い
う
釣

り
を
し
て
い
る
か
、
ど
ん
な
魚
が

釣
り
た
い
の
か
。
そ
う
し
た
こ
と

を
話
し
な
が
ら
、
自
分
の
引
き
出

し
の
中
か
ら
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
方

針
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

─
─ 

理
想
の
ガ
イ
ド
像
は
？

　

私
自
身
も
お
客
さ
ん
と
一
緒
に

成
長
で
き
る
よ
う
な
関
係
性
を
築

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初
心

者
に
は
手
厚
く
フ
ラ
イ
の
魅
力
を

伝
え
て
、
経
験
者
に
は
フ
ラ
イ

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
新
た
な
一
面
を

見
い
だ
し
て
も
ら
え
れ
ば
。

　

ほ
か
の
釣
り
方
と
比
べ
て
、
い

ろ
ん
な
工
夫
の
し
が
い
が
あ
る
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
や
毛
鉤
は
追
究
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
奥
が
深
い
で
す
し
、
季
節
や

時
間
、
周
辺
の
環
境
や
生
態
系
、

川
の
中
で
の
立
ち
位
置
な
ど
、
不

確
定
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
一
つ
ず
つ
詰
め
て
い
く
遊

び
方
が
、
自
分
の
性
に
合
っ
て
い

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─ 

大
学
時
代
に
は
、
海
外
ま
で

釣
行
に
出
か
け
て
い
た
と
か
。

　

大
学
３
年
生
の
時
に
「
こ
の
ま

ま
就
職
し
た
ら
、
き
っ
と
釣
り
が

で
き
な
く
な
る
ぞ
」
と
思
っ
て
、

一
年
中
釣
り
が
で
き
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
で
行
き
ま
し
た
。
バ
イ
ト
で

貯
め
た
お
金
で
ワ
ゴ
ン
車
を
買
っ

て
、
あ
ち
こ
ち
釣
り
歩
く
の
は
本

当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。「
も

う
一
生
分
の
釣
り
は
し
た
な
」
と

満
足
し
て
い
た
ん
で
す
が
…
…
。

「
最
初
の
一
匹
」を
き
っ
か
け
に

フ
ラ
イ
の
魅
力
に
ど
っ
ぷ
り

─
─ 
ま
ず
は
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
を
始
め
た
き
っ
か
け
の
お
話
を
。

　

９
歳
の
時
に
山
梨
県
の
忍
野
村

で
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
偶
然

見
か
け
て
、「
何
だ
ア
レ
？
」
と

興
味
を
引
か
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
ど
う
し
て
も
や
っ
て
み
た

く
て
、
父
に
安
い
ス
タ
ー
タ
ー
セ
ッ

ト
を
買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

父
は
ま
っ
た
く
釣
り
を
し
な
い

ん
で
す
が
、
休
日
に
は
現
地
ま
で

　

自
然
を
相
手
に
大
き
な
も
の
を

得
る
体
験
は
、
人
生
を
左
右
す
る

よ
う
な
感
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

私
が
子
ど
も
の
頃
に
衝
撃
を
受
け

た
「
最
初
の
一
匹
」
の
感
覚
を
、

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

─
─ 

北
海
道
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
環

境
に
対
し
て
の
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

魚
を
根
こ
そ
ぎ
釣
っ
て
い
く
よ

う
な
人
は
減
っ
て
い
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
自
然
に
対
す
る
向
き
合

い
方
や
考
え
方
を
育
む
と
い
う
意

味
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
な

ど
、
で
き
る
活
動
は
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。「
自
然
は
無
料
」

と
い
う
考
え
方
が
そ
も
そ
も
の
誤

り
。
中
川
町
で
は
北
海
道
大
学
と

連
携
し
て
「
水
辺
の
小
さ
な
自
然

再
生
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
一
方
的
に
自
然
を
消
費
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
も
人
も
耕

さ
れ
て
い
く
よ
う
な
観
光
の
形
態

理
想
の
ガ
イ
ド
像
と

北
海
道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

─
─ 

そ
の
後
、
中
川
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
応
募
し
た
経
緯
は
？

　

東
京
で
営
業
マ
ン
と
し
て
２
年

間
働
い
て
「
や
っ
ぱ
り
釣
り
が
し

た
い
な
あ
」
と
い
う
思
い
が
募
っ

て
い
た
時
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ

ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ガ
イ
ド
の
募

集
を
見
つ
け
ま
し
た
。
す
ぐ
に
電

話
し
て
、
翌
日
に
は
履
歴
書
を

送
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
２
０
２
１

年
４
月
か
ら
着
任
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ガ
イ
ド

と
し
て
独
立
し
、
中
川
町
か
ら
は

業
務
委
託
で
自
然
体
験
の
ス
タ
ッ

フ
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
営

業
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

─
─ 

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
天
塩

川
の
環
境
は
い
か
が
で
す
か
。

　

こ
ん
な
に
川
幅
が
広
く
て
、
下

流
域
で
も
高
い
透
明
度
が
維
持
さ

フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
魅
力
を
伝
え
て

記
憶
に
刻
ま
れ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
体
験
を

フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ガ
イ
ド 

P
ポ

　
　タ

　
　モ

　
　ス

O
T
A
M
O
S

特
集
3  

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

事例紹介

03

を
目
指
し
た
い
で
す
よ
ね
。

　

ダ
ム
建
設
な
ど
の
河
川
工
事
に

対
し
て
危
機
感
は
あ
り
ま
す
が
、

治
山
や
治
水
の
観
点
か
ら
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
ゼ
ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

砂
防
ダ
ム
の
撤
去
や
ス
リ
ッ
ト
化
、

生
物
が
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
作

る
取
り
組
み
を
前
向
き
に
推
進
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
州
の
場
合
、
川
が
県
境
を
ま

た
い
で
い
て
ど
う
に
も
で
き
な

か
っ
た
り
し
ま
す
が
、
北
海
道
は

所
管
が
シ
ン
プ
ル
。
だ
か
ら
こ
そ
、

北
海
道
で
し
か
で
き
な
い
自
然
環

境
の
回
復
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る

は
ず
。
い
い
環
境
に
し
て
い
く
た

め
に
地
元
の
人
た
ち
と
事
業
者
が

寄
り
添
っ
て
、
一
緒
に
考
え
て
い

く
姿
勢
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。

中川町地域おこし協力隊
（アウトドア観光）
中川町アウトドアガイド協会 会長
フライフィッシングガイド
POTAMOS 代表

野中 豪

フライフィッシングガイド POTAMOS
●2022年設立
代表の野中氏は2021年4月から中川町地域
おこし協力隊に任用され、中川町アウトドア
ガイド協会の会長に就任。道北エリアを中心
にガイドとして活動中。

北海道の観光　アドベンチャートラベル

豊かな水量と高い透明度を誇る天塩川。釣り人にとっては、いつかは挑戦してみたいと思う、あこがれの川だ。

野中氏のホームグラウンドでもある天塩
川は、天塩岳に源を発し、岩尾内湖や名
寄盆地を経て日本海に注ぐ、北海道遺産
にも認定された一級河川。本流延長
256kmは全国4位、北海道では石狩川に
続く第2位の長さを誇り、イトウやアメマ
ス、ヤマメなどが生息する屈指の釣りス
ポットでもある。�

天塩川のほとりに構えた野中氏の拠点に
は、タイイング（毛鉤を巻く作業）の機材も
そろう。
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北海道の観光

アドベンチャートラベル
■基調レポート
　自転車と公共交通との連携で
　多様なサイクリング形態の実現へ
　北見工業大学 地域未来デザイン工学科教授　髙橋 清

■基調レポート
　ヨーロッパの山岳リゾートのあり方から、
　北海道の登山観光の可能性を探る
　大阪大学 社会経済研究所 特任教授　小野 善康

■基調レポート
　十勝を釣る
　東京大学大学院 工学系研究科
　社会基盤学専攻 上席特任研究員　朝倉 康夫

【取材協力】
函館バス 株式会社
北海道山岳ガイド協会
大雪山国立公園連絡協議会
大雪山国立公園 層雲峡ビジターセンター
大雪山国立公園 旭岳ビジターセンター
ポロシリフライズ＆ガイド
NPO法人 渚滑川とトラウトを守る会
フライフィッシングガイド POTAMOS

その他、多くの方 に々ご協力頂きました。
この場を借りて御礼申し上げます。
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